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神戸市障害者支援課 

平成 26 年 7 月 

この記入上の留意点は、平成 23 年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業・サービ

ス利用計画の実態と今後のあり方に関する研究報告書「サービス等利用計画作成

サポートブック 日本相談支援専門員協会 平成 25 年 5 月（改訂 第 2

版）」をもとに、作成しています。（http://nsk09.org/） 
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１１１１    サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案（計画様式サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案（計画様式サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案（計画様式サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案（計画様式 1111----1111））））    

 

 

 

・障害福祉サービスの新規申請時、変更申請時、更新申請時に作成する。 

 

・障害者の現在の生活状況等に関する基本情報や個別のアセスメントから導き出さ

れた一つ一つのニーズ（生活課題）を解決し、「こうやって生活したい」「こんな

ことをやってみたい」という利用者が希望する生活を実現していくために、具体

的な手段を示しながら一歩ずつ解決していくための計画を表したもの。 

 

・神戸市が障害福祉サービスの支給決定を行うための参考とする。 
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■利用者との面接 

【利用者との面接実施日】 

 ・計画案作成のために利用者宅を訪問し、利用者と面接した日を記載する。 

【面接場所】 

・利用者宅での訪問を基本とする。利用者宅での面接は「自宅」と記載する。 

・別の場所で面接した場合、【面接場所】に面接した場所を記載する。 

【利用者以外の面接者】 

 ・同時に家族等と面接した場合は、利用者との続柄を記載する。 

 ・関係機関が同席した場合は、関係機関名を記載する。 

 

■生活に対する意向、援助方針 

【利用者の生活に対する意向】 

・「こうやって生活したい」「こんなことをやってみたい」という、利用者が希望

する生活の全体像を記載する。 

・利用者の困り感を利用者と共有した上で、できるだけ利用者の言葉や表現を使

い、前向きな表現で記載する。（例：○○が必要なため、○○をしたい等） 

・「安定的な生活がしたい」といった抽象的な表現は避ける。 

 

【家族等の生活に対する意向】 

・上記の【利用者の生活に対する意向】と区別し、家族が希望する利用者の生活

の全体像を記載する。 

・上記の【利用者の生活に対する意向】と同様に、抽象的な表現は避け、できる

だけ家族の言葉や表現を使い、前向きな表現で記載する。 

 

【総合的な支援方針】 

・アセスメントにより抽出された課題をふまえ、【利用者の生活に対する意向】【家

族等の生活に対する意向】を相談支援専門員の立場から捉えなおしたもので、

計画作成の指針となるもの。 

・支援にかかわる関係機関に共通の最終的に到達すべき方向性や状況として、記

載する。 

・利用者や家族が持っている力、強み、できること、エンパワメントを意識し、

一方的に援助して終わるのではなく、援助することで強みやできることが増え

る方針を記載する。 

・サービス提供事業所が個別支援計画の方向性やサービス内容を決める際にも参

考にしやすいように、抽象的な表現は避け、具体的に記載する。 
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【長期目標】 

・【総合的な支援方針】をふまえた長期目標を記載する。 

・短期目標を一つずつ解決した積み上げの結果として実現できる目標を記載する。 

・単なる努力目標ではなく、利用者が希望する生活に近づくための目標を記載す

る。 

・アセスメント結果や利用者の意向からみて妥当な（高すぎない、低すぎない）

目標を記載する。 

・利用者、家族に分かりやすい（抽象的でない、あいまいでない）目標を記載す

る。 

・支援者側の目標を設定したり、サービス内容を目標に設定しない。 

・半年から 1 年をめどに記載する。 

 

【短期目標】 

・【総合的な支援方針】をふまえた短期目標を記載する。 

・長期目標実現のための段階的で具体的な目標を記載する。 

・利用者、家族が見ても具体的に何をするのか分かり、目標達成したかどうか判

断できる目標、できるだけ実現可能な内容を記載する。 

・当面の生活の安定に向けて、利用者ニーズに即し、具体的支援の内容が明確に

なる目標を設定する。 

・サービス提供事業所が作成する個別支援計画を立てる際の指標になることを意

識して記載する。 

・支援者側の目標を設定しない。 

・モニタリング頻度も視野に入れ、直近から 3 ヶ月までをめどに記載する。 

 

■モニタリングの期間 

【モニタリング期間】 

・神戸市が示す「モニタリング標準期間」を参考に、本人の状況を踏まえ、モニ

タリング期間を設定する。 

【モニタリング開始月と終期月】 

・設定したモニタリング期間に基づき、開始月と終期月を記載する。 

【上記期間とする理由】 

・神戸市が示す「モニタリング標準期間」を参考に、モニタリング期間の設定理

由を記載する。 

 

■モニタリング実施月 

・設定したモニタリング期間に基づき、具体的なモニタリング実施予定月を記載

する。毎月実施の場合は、記載は不要。 
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■本人のニーズ、目標、達成時期、福祉サービス・その他社会資源等 

・支給決定に直結する項目であるため、本人のニーズ（解決すべき課題）に対応

する公的支援、その他のインフォーマルな支援を網羅して検討する。 

・単に利用者や家族の要望だけに合わせて計画作成するのではなく、相談支援専

門員が専門職として利用者の希望する生活を実現するために必要なことは何か

を考えて記載する。 

・支援を受けながらも利用者が役割をもつこと、エンパワメント支援を意識して

記載する。 

・サービス提供事業所が作成する個別支援計画を立てる際の基礎情報となること

を意識して記載する。 

 

【優先順位】 

・緊急であるニーズ（課題）、利用者の動機づけとなるニーズ（課題）、すぐに効

果が見込まれるニーズ（課題）、悪循環を作りだす原因となっている課題、医

師等の専門職からの課題等を関連付け、まず取り組むべき事項から優先順位を

つける。 

・利用者、家族が優先的に解決したいと思う課題や取り組みたいという意欲的な

ニーズから優先するなど、利用者、家族の意向を十分汲み取って記載する。 

 

【本人のニーズ（解決すべき課題）】 

・【利用者の生活に対する意向】【家族等の生活に対する意向】【総合的な支援方

針】と連動して記載する。 

・生活する上でサービスの利用の必要性がないニーズ（課題）についても網羅し、

単にサービスを利用するためではなく、利用者が希望する生活を実現するため

のニーズ（課題）を記載する。 

・利用者が理解しやすいように難しい専門用語を避ける。 

・漠然としたまとめ方ではなく、利用者の言葉や表現を適宜引用しながら意欲を

高め、利用者が自分のニーズとして捉えられるように記載する。 

・抽象的で誰にでも当てはまるような表現は極力避け、相談支援専門員がアセス

メント等を通じた専門職の視点として、その人にとっての必要なことは何かを

考え、具体的にその内容を表現する。 

・ニーズ（課題）の中にサービスの種類は記載しない。 

 

【支援目標】 

・「解決すべき課題（本人のニーズ）」を相談支援専門員の立場から捉えなおした

もので、支援にかかわる側からの目標として記載する。 

・短期目標からさらに細分化した具体的な支援目標を記載する。 
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【達成時期】 

・段階的に達成できる達成時期を記載する。 

 

【福祉サービス・その他社会資源等】 

・利用する公的支援（障害福祉サービス、介護保険等）とその他の支援（インフ

ォーマルサービス）を記載する。 

・公的支援を記載する場合、具体的に希望するサービスの種類、内容、支給量（頻

度・時間）を記載する。 

・特定のサービスによる偏りがないように留意する。 

・すべてのサービス種類・内容が同時並行で導入されるとは限らないので、導入

順序についても計画性をもつ。 

 

【本人の役割】 

・利用者が取り組むべきことをできるだけ具体的に記載する。 

・利用者が理解しやすいように難しい専門用語を避ける。 

・利用者の言葉や表現を適宜引用しながら意欲を高め、利用者が自分のこととし

て主体的に取り組もうと思えるように記載する。 

・実効性を適切にアセスメントして、利用者に無理な負担がないように留意する。 

 

【評価時期】 

・【達成時期】をふまえ、適切な評価時期を設定する。 

・サービス導入後の変化についてあらかじめ見通しをもち、適切な評価時期を設

定する。 

 

【その他留意事項】 

・項目で記載しきれない具体的な取り組み等について記載する。 

・関係機関の役割分担等、サービス提供にあたっての留意事項を記載する。 

 

■利用者確認欄 

 ・計画案の内容を、利用者、家族にわかりやすく丁寧に説明する。 

 ・利用者の理解を得た上で、利用者確認欄に印鑑をもらう。作成した利用計画案

の写しを必ず利用者に渡すこと。 
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２２２２    アセスメント票アセスメント票アセスメント票アセスメント票    （計画様式（計画様式（計画様式（計画様式 1111----2222））））    

 

 

 

・障害福祉サービスの新規申請時、変更申請時、更新申請時に作成し、サービス等

利用計画案・障害児支援利用計画案（計画様式 1-1）の添付資料として提出する。 

 

・アセスメント票は、サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案（計画様式 1-1）

を作成する上での基礎となるものであり、相談支援専門員は、障害者や家族から

の面接等を通して、必要な情報を適切に収集し、作成することが必要となる。 
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① 調査実施日 

 ・計画案作成のために利用者宅を訪問し、利用者と面接した日を記載する 

 

② 受給者証番号 

 ・受給者証がある場合、受給者証を確認して番号を記載する。 

 

③ 手帳の状況 

 ・障害福祉手帳を所持している場合、該当する手帳種別にチェックする。 

 

④ 障害程度区分 

 ・障害程度区分がある場合、受給者証を確認して、該当する区分にチェックし、

認定有効期間を記載する。 

 

⑤ 申請したサービス 

【種類等】 

 ・今回申請する障害福祉サービスの種類を記載する。 

【利用希望事業者】 

 ・利用希望事業者が決定している場合は事業者名を記載する。 

【利用見込（あっせん・調整等）】 

 ・利用希望事業者との調整が出来ている場合は「有」、未定の場合は「未定」、調

整中の場合は「調整中」と記載する。 

 

⑥ 利用意向 

 ・障害福祉サービスに関する利用意向を記載する。 

 ・変更申請の場合は、変更希望するサービスの支給量と理由を記載する。 

 ・更新申請の場合でサービスの内容に変更がない場合は、「現行支給量で更新希

望」と記載する。 

 

⑦ 利用中のサービス 

【自立支援給付】 

 ・現在利用中の障害福祉サービスの種類、支給量、支給期間を受給者証を確認し、

記載する。 

【介護保険】 

 ・介護保険対象者は、要介護認定の有無、要介護度を記載する。 

 ・現在介護保険のサービスを利用している場合は、そのサービスの種類、内容、

時間数等を記載する。 

【その他】 
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 ・民生委員や近隣住民による見守り、ボランティア等のインフォーマルサービス

について、提供機関・提供者、支援内容、頻度を記載する。 

 

⑧ 傷病の有無・受療状況 

・傷病名、医療機関名、主治医を記載する。 

 ・特記事項に、通院頻度を記載する。 

 

⑨ 主たる介護者の状況 

 ・主に介護を行っている者について記載する。 

【その他】 

＜介護状況＞ 

・主たる介護者の具体的な介護の頻度・内容等を記載する。 

＜介護者の身体・精神状況＞ 

・介護者自身の身体・精神状況等を具体的に記載する。 

 

⑩ 住宅の状況 

＜住居形態＞ 

・住居の形態を記載する。 

（持家・借家・グループホーム/ケアホーム・入所施設・医療機関） 

 ・住宅構造や地域の状況等を記載する。 

 

⑪ 移動（交通）手段 

 ・利用している全ての交通手段にチェックを付ける。 

 

⑫ 通院等について 

 ・複数通院している場合は、通院所要時間の長いものを記入する。 

 

⑬ 利用者本人 

＜支援経過・現在の状況＞ 

 ・これまでの相談・支援経過および現状、ニーズについて具体的に記載する。 

＜生活歴・生育歴＞ 

 ・受障歴、発症歴、受診歴などについて記載する。 

・生活歴は、現在の状況に関連している情報に焦点を当てて記載する。 

 

⑭ 主たる介護者 

＜家族構成＞ 

 ・家族の続柄、同居・別居、生活状況、本人との関係等を記載する。 
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＜その他：キーパーソン等＞ 

 ・後見人等家族以外のキーパーソン、支援者等について記載する。 

 

⑮ 2 人派遣の必要性 

＜ADL＞ 

 ・本人の ADL の状況を具体的に記載する。 

＜IADL＞ 

 ・本人の IADL の状況を具体的に記載する。 

＜特徴的な行動＞ 

 ・＜ADL＞＜IADL＞以外に記載すべき事項がある場合に記載する。 

 

⑯ その他 

＜経済状況＞ 

 ・就労している場合は、就労先、就労内容、就労時間等を記載する。 

 ・生活保護を受給している場合は、受給期間、担当ケースワーカー名を記載する。 

 ・年金・手当て等を受給している場合は、その内容を記載する。 

 ・金銭管理の状況等について記載する。 

＜その他：特記事項＞ 

 ・その他、記載すべき事項があれば記載する。 
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３３３３    サービス利用量案（計画様式サービス利用量案（計画様式サービス利用量案（計画様式サービス利用量案（計画様式 1111----3333））））    

 

 

 

・障害福祉サービスの新規申請時、変更申請時、更新申請時に作成し、サービス等

利用計画案・障害児支援利用計画案（計画様式 1-1）の添付資料として提出する。 

 

・サービス利用量案は、サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案（計画様式

1-1）で記載した、利用希望の障害福祉サービスの種類、時間数をまとめて記載

したものとなる。 

・サービス利用量案に記載した事項と、区役所への障害福祉サービスの申請内容が

同一となるようにすること。 

 

・変更申請の場合、更新申請で内容に変更がある場合は、変更箇所がわかるように

工夫する。（例：赤字にする、マーカーをつける等） 
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４４４４    週間計画表（計画様式週間計画表（計画様式週間計画表（計画様式週間計画表（計画様式 1111----4444））））    

 

 

 

・障害福祉サービスの新規申請時、変更申請時、更新申請時に作成し、サービス等

利用計画案・障害児支援利用計画案（計画様式 1-1）の添付資料として提出する。 

 

・サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案（計画様式 1-1）で示した具体的

な支援内容を、週単位で表に示したもの。 

 

・利用者及び家族が自分たちの生活の流れを管理しやすくすること、支援者が他の

サービスが週単位でどのように組み込まれているかを把握し、連携しやすくする

ことを目的とし、作成する。 



 

17 
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【週間計画表】 

・現時点での 1 週間の生活実態の全体を把握できるようできるだけ具体的に記載

する。 

・自分で過ごす時間（活動内容）、公的支援（障害福祉サービス、介護保険等）

を受けている時間、その他の支援（インフォーマルサービス）を受けている時

間、家族の介護を受けている時間等それぞれの違いが分かるように記載する。 

・個々の内容について、誰が、何を支援しているか記載する。 

 

【主な日常生活上の活動】 

・週間計画を作成するにあたって重要になる日常生活上の行動や特記事項で、週

間計画表に記載しきれなかった情報を記載する。 

・一日の生活の中で習慣化していることがあれば記載する。 

・家族や近隣、ボランティア等のかかわりや不在の時間帯等について記載する。 

・利用者が自ら選んで実施しているプライベートな活動であって、週間計画表に

記載されていない日々の生活、余暇活動や趣味等について記載する。 

・利用者の強みやできること、楽しみ、生活の豊かさに着目して記載する。 

 

【週単位以外のサービス】 

・隔週・不定期に利用しているサービスについて記載する。（例：短期入所、住

宅改修、通院状況や社会参加等） 

・医療機関への受診状況などもここに記載する。 

 

【週間計画に反映できない項目・その他特記事項】 

・週間計画表に記載されていない継続的な支援、サービスについて記載する。

（例：権利擁護事業やボランティアや民生委員、近隣による見守り等） 

・利用者の状態や環境が変化することによって一時的に必要となるサービスにつ

いて記載する。 

・利用者が自ら選んで実施している「主な日常生活上の活動」と異なり、相談支

援専門員や市町村行政担当者、サービス提供事業所等が手配しているものを記

載する。 

・その他特記事項を記載する。 
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５５５５    サービス等利用計画・障害児支援利用計画（計画様式サービス等利用計画・障害児支援利用計画（計画様式サービス等利用計画・障害児支援利用計画（計画様式サービス等利用計画・障害児支援利用計画（計画様式 2222））））    

 

 

 

・障害福祉サービスの支給決定後に作成する。 

 

・決定された内容に基づき、「サービス等利用計画案・障害児相談支援利用計画案

（計画様式 1-1）」の内容を修正・確定する。 

 

・この段階では、実際にサービスを提供する事業者を決定し、各事業者、関係機関

の役割分担を明確にし、利用者の希望や支援の必要性を理解して支援できるよう、

できる限り利用者も含めたサービス等調整会議を開催する。 

 

 



 

2
0
 



 

2
1
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【計画作成日】 

・実際に計画を作成した日を記載する。 

・利用開始日以降の提出の場合、神戸市運用７(ｱ)～(ｴ)に定める要件を満たした

日も併せて記載しておく。 

 

【利用者負担】 

 ・受給者証を確認し、その内容を記載する。 

 

■サービス担当者会議 

【サービス担当者会議実施日】 

 ・サービス担当者会議を開催した日を記載する。 

【会議場所】 

 ・会議開催場所を記載する。 

【利用者・家族出席の有無】 

 ・できる限り利用者も含めた会議をおこなう。利用者の出席がある場合、有（  ）

内に「利用者」と記載する。 

 ・家族の出席がある場合、（  ）内に出席者の続柄を記載する。 

【会議出席者 事業者名（担当者）】 

 ・会議に出席した事業者すべての、事業者名（担当者名）を記載する。 

※やむを得ず限られた人数で開催した場合や開催できなかった場合は、①サービ

ス担当者への連絡日時、②事業所名、③対応者名、④説明内容、⑤聴取した専

門的見地からの意見、を別紙にて添付するか、余白等へ記入しておく。 

 

■生活に対する意向、援助方針 

 ・サービス担当者会議開催後、内容に変更がある場合は、変更部分がわかる様に

記載する。 

 ・「サービス等利用計画案・障害児相談支援利用計画案（計画様式 1-1）」作成時

と同様の場合、その内容を記載する。 

 

■モニタリングの期間 

 ・受給者を確認し、その内容を記載する。 

 

■本人のニーズ、目標、達成時期、福祉サービス・その他社会資源等 

【優先順位】【本人のニーズ（解決すべき課題）】【支援目標】【達成時期】 

【本人の役割】【評価時期】 

 ・サービス担当者会議開催後、内容に変更がある場合は、変更部分がわかる様に

記載する。 
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 ・「サービス等利用計画案・障害児相談支援利用計画案（計画様式 1-1）」作成時

と同様の場合、その内容を記載する。 

 

【福祉サービス・その他社会資源等】 

 ・公的サービスは、受給者証を確認し、その内容を記載する。 

 ・実際に公的サービスを提供する事業者を決定し、提供事業者名、担当者名、電

話を記載する。 

 ・その他の支援（インフォーマルサービス）は、サービス担当者会議開催後、内

容に変更がある場合は、変更部分がわかる様に記載する。 

 

【その他留意事項】 

・項目で記載しきれない具体的な取り組み等について記載する。 

・関係機関の役割分担等、サービス提供にあたっての留意事項を記載する。 

・利用開始日以降の提出の場合、神戸市運用７(ｱ)～(ｴ)に定める要件を満たした

日も併せて 

 

■利用者確認欄 

 ・計画案の内容を、利用者、家族にわかりやすく丁寧に説明する。 

 ・利用者の理解を得た上で、利用者確認欄に印鑑をもらう。作成した利用計画の

写しを必ず利用者に渡すこと。 
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６６６６    モニタリング報告書（継続サービス利用支援・継続障害児支援モニタリング報告書（継続サービス利用支援・継続障害児支援モニタリング報告書（継続サービス利用支援・継続障害児支援モニタリング報告書（継続サービス利用支援・継続障害児支援

利用援助）兼モニタリング期間変更届（計画様式利用援助）兼モニタリング期間変更届（計画様式利用援助）兼モニタリング期間変更届（計画様式利用援助）兼モニタリング期間変更届（計画様式 3333----1111））））    

 

 

 

・受給者証に定められたモニタリング月ごとに、モニタリング報告書を作成する。 

 

・モニタリングは、主に下記の役割をもつ。 

 

① サービス等利用計画に基づいて利用者にサービスが適切に提供されているか、

それによって利用者のニーズが充足されているかを確認する過程 

② 利用者の生活全般について新たに対応すべきニーズが生じていないかを、定

期的・継続的に見守る過程 

 

・モニタリング報告書は、利用者と面接し、サービス提供事業者等から現況を聴き

取り、「サービスが適切に利用者に届いているか」「利用者に新たなニーズが発生

しているか」等を確認した上で、作成する。 

 

・モニタリングの結果、モニタリング期間のみが変更となる場合、モニタリング期

間変更届をおこなう。 

 

・モニタリングの結果、障害福祉サービスの種類や量が変更になる場合、区役所に

変更申請の手続きをおこなう。 



 

2
5
 



 

2
6
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■利用者との面接 

【利用者との面接実施日】 

 ・モニタリングのために利用者宅を訪問し、利用者と面接した日を記載する。 

【面接場所】 

・利用者宅での訪問を基本とする。利用者宅での面接は「自宅」と記載する。 

・別の場所で面接した場合、【面接場所】に面接した場所を記載する。 

【利用者以外の面接者】 

 ・同時に家族等と面接した場合は、利用者との続柄を記載する。 

 ・関係機関が同席した場合は、関係機関名を記載する。 

 

■支援方法と状況 

【総合的な支援方針】 

 ・｢サービス等利用計画・障害児支援利用計画(様式２)」に記載した【総合的な

支援方針】を転記する。 

【全体の状況】 

 ・【総合的な支援方針】に対する取り組み経過、取り組みの結果としての評価、

現在の状況を記載する。前回からの変化について、わかるように記載する。 

 ・今後の取り組みの方向性について記載する。 

 

■支援目標、達成時期、サービス提供状況、計画変更の必要性等 

・以下のような点についてモニタリングを実施し、結果を記載する。 

ア．サービス等利用計画通りにサービスが提供されているか。 

イ．総合的な援助の方針で想定した利用者の生活が実現しているか。 

ウ．解決すべき課題（本人のニーズ）が解決し、短期目標、長期目標で掲げ

た状態に近づいているか。 

エ．サービスの内容について利用者は満足しているか、不満や改善してほし

いことはないか。 

オ．期間中に新たな課題が生まれていないか。 

 

【支援目標】【達成時期】 

・｢サービス等利用計画・障害児支援利用計画(様式２)」に記載した【支援目標】

【達成時期】を転記する。 

 

【サービス提供状況（事業者からの聞き取り）】 

・サービス提供の内容、頻度、事業者としての意見等について、サービス提供事

業所から聞き取り、記載する。 

 



 

28 

【本人の感想・満足度】 

・利用者の感想・満足度は、できるだけ利用者の言葉や表現で記載する。 

 

【支援目標の達成度】【今後の課題・解決方法】 

・利用者、サービス提供事業者からの聞き取りや相談支援専門員としての見立て

を踏まえ、また必要に応じてサービス等調整会議を開催し、支援目標の達成度

について関係者全員で評価した結果を記載する。 

・未達成の支援目標については、サービス等調整会議において今後達成するため

の具体的な方策を検討する。 

 

【計画変更の必要性】【その他留意事項】 

・【支援目標の達成度】【今後の課題・解決方法】の内容を踏まえ、計画変更の

必要性を検討する。 

・計画変更の必要性がある場合、サービス種類・サービス量・週間計画・モニタ

リング期間の何を変更するか確認し、留意事項に具体的な変更内容を記載する。 

・新たな課題が生まれた場合、サービス種類・量の変更を検討する。また、留意

事項に新たな課題に対応した支援目標の追加理由、具体的なサービス種類・量

の変更概要について記載する。 

 

・①サービス種類の変更、②サービス量の変更が「有」となる場合、区役所に変

更申請の手続きをおこなう。 

 ・③モニタリング期間の変更が「有」となる場合、■変更届出欄に記載し、区役

所にモニタリング期間変更届をおこなう。 

 

 

■次回モニタリング時期 

 ・受給者証に記載されているモニタリング期間に基づき、次回のモニタリング

月を記載する。 

 

 

■利用者確認欄 

・モニタリングの内容を、利用者、家族にわかりやすく丁寧に説明する。 

・利用者の理解を得た上で、利用者確認欄に印鑑をもらう。モニタリングの写し

を必ず利用者に渡すこと。 
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■変更届出欄 

 ・変更となる【モニタリング期間】【モニタリング開始月と終期月】【モニタリ

ング実施月】を記載する。 

 

【上記期間に変更する理由】 

・モニタリング期間を変更する理由を記載する。 

【利用者本人記入欄】 

 ・利用者本人が、変更届欄に、届出先の福祉事務所名、届出日、氏名を記載する。 
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７７７７    継続サービス等利用計画【週間計画表】継続サービス等利用計画【週間計画表】継続サービス等利用計画【週間計画表】継続サービス等利用計画【週間計画表】    （計画様式（計画様式（計画様式（計画様式 3333----2222））））    

 

 

 

・モニタリングの結果、曜日や時間帯、事業所のみ変更となる場合は、前項のモニ

タリング報告書に加えて変更後の週間計画表も区へ提出する。 

 

・変更箇所が分かるように記載する。 

 

・この様式の他、提出済の「週間計画表（計画様式 1-4）」（Ｐ．14参照）に見え消

し等で変更箇所が分かるよう記入したものを代用することも可能。 

 

    

 

 

 

 

具体的な記載方法等は、Ｐ．14以降を参照 
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作成年月日  

作成者氏名  

利用者氏名  

 

継続サービス等利用計画【週間計画表】 

4：00 
月 火 水 木 金 土 日 主な日常生活上の行動 

        
5：00 

       
6：00 

       
7：00 

       
8：00 

       
9：00 

       
10：00 

       
11：00 

       
12：00 

       
13：00 

       
14：00 

       
15:00 

       週単位以外のｻｰﾋﾞｽ 
16：00 

        
17：00 

       
18：00 

       
19：00 

       
20：00 

       
21：00 

       
22：00 

       
23：00 

       
0：00 

       
1：00 

       
2：00 

       
3：00 

       
4：00         

 

週間計画に反映できない項目・その他特記事項 

 

 

記 入 例 

介
護
保
険
等
他
の
制
度 

既
支
給
決
定
分 

今
回
の
追
加
分 
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IV．生活環境の変化にともない本人の望む生活の実現に近づいている事例【改訂】 

１．事例の概要

２．利用者の状況

高校在学中より他者とのコミュニケーションが上手にとれず、いじめにより不登校。高校を中退し両親の紹介でアルバイトを
するが継続できず精神科受診。両親の保護のもと引きこもりに近い生活を送ってきた。本人から相談支援事業所へ電話相談が
あり、継続的に電話相談が始まる。両親が相次いで他界し、生活環境が激変（姉夫婦との同居）したことを契機に訪問や来所
による相談、地域活動支援センターの利用が始まった。その後サービス等利用計画にもとづく支援に繋がる。

利用者の主訴

経済状況

健康状況

家族状況

48歳　　女性年齢・性別

障害の状況 統合失調症

本人より突然電話相談が入る。（在学中から児童相談所やいのちの電話相談を利用しており、他の相談機関から紹介された）
電話相談では近況報告や両親への不満、アイドルやテレビの話が中心であった。当初は訪問や来所を促しても、本人と両親か
ら必要ないと拒否されていた。両親が相次いで他界し姉夫婦との同居生活が始り、姉の負担感が本人のストレスになってく
る。本人と姉の了解を得て、訪問や来所、地域活動支援センターの利用を開始。相談支援事業所に繋がるまでの20年間は家族
以外の人との関わりはほとんど無かった事もあり、姉との関係調整や本人の望む生活を見いだすために訪問や同行をしながら
アセスメントを丁寧に行った。

・支援開始時には電話相談のみの関わりであった。20年間家族以外の他者との関わりが無かったことに配慮し、本人の話を傾
聴しながら関係をつなぐことに徹していた。近況報告やアイドル、アナウンサーといった話題が増えながらも服薬状況や通院
先、食事や生活状況（毎日何百枚もファンレターを書いている事、等）のアセスメントを丁寧に行っていった。
・両親が相次いで他界したことで、姉夫婦との同居（2世帯）が始まり具体的な生活課題を訴えるようになり定期的な相談支
援事業所の利用が始まる。（フリースペースでの食事会を促すと積極的に参加するようになり、それがきっかけになる）
・フリースペースの利用を通して、本人の生活課題やコミュニケーションの取り方が具体的に分かってくる。（衣類の乱れや
食生活）同時に他利用者とのトラブルも多くなってしまい（恋愛感情や異性の利用者へしつこくしてしまう等）、トラブルを
防ぐような支援が中心となってしまう。トラブルを防ぐような支援の脱却と本人の目標を具体化するために支援計画を作成す
る。
・姉夫婦は本人の発症直後に独立しているため、本人の障がいや病気に関する理解がほとんど無い状態。本人に対しても過度
な要求があり本人の生活スタイルに理解が無いため、本人は窮屈な生活を余儀なくされてしまっていた。
・本人や姉の了解を得て、自宅への訪問（この時点では姉も本人の部屋には入れてもらえていない）を開始。姉との関係修復
や本人との関わり方を伝えていく。同時に本人の生活課題が具体的になり（夜中の洗濯や冷蔵庫に腐っている物を保管、等）
生活支援の必要性を本人と共有。
・相談支援事業所との関係が深まってきたこともあり、公的なサービス導入を検討するが本人が拒否。具体的にどのような
サービス内容なのかを体験してもらうために生活サポート事業（相談支援事業所の職員が定期的に家事援助を期間限定で行
う）を活用することで生活が拡がり、居宅支援事業への繋ぎも円滑に行えた。
・現在は日中活動を利用するための実習を行っている。また、本人からグループホームでの生活（自立した生活）の希望が出
ているため、実現へ向けた支援を開始。

3.相談に至る経緯（背景といきさつ）

4.具体的支援内容・経過

アイドルのような可愛い女性になりたい

両親が健在のころより電話相談による支援を行っていた

高校はいじめによる不登校で中退。20歳の時に精神科受診し統合失調症と診断。以降は自宅で引きこ
もりに近い生活を送る。アイドルやアナウンサーに対して何百枚ものフャンレターを書いて送る事を
繰り返していた。20年間家族以外の人との関わりはほとんど無かった。

両親の遺産と姉夫婦からの援助

特記事項

良好。左足に拘縮有り（日常生活には支障ない）

両親が相次いで他界。姉夫婦と同居が始まる。

主な生活歴
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８　参考記入例（サポートブックより抜粋）
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（
頻

度
・
時

間
）

1 2 3 4 5 6

様
式

１
－

１

○
○

　
○

子
区

分
3

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

○
○

　
○

○

2
0

×
×

年
4

月
1

日
毎

月
（

３
ヶ

月
間

：
５

月
～

７
月

）
○

○
　

○
子

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
の

生
活

に
対

す
る

意
向

（
希

望
す

る
生

活
）

幸
せ

だ
か

ら
今

の
ま

ま
で

い
い

。
で

も
、

家
族

が
自

分
の

こ
と

を
馬

鹿
に

す
る

の
が

辛
い

わ
…

ア
イ

ド
ル

の
よ

う
な

可
愛

い
女

性
に

な
り

た
い

わ
。

ダ
イ

ヤ
の

よ
う

に
女

を
磨

く
の

よ
作

戦
で

頑
張

り
た

い
。

優
先

順
位

解
決

す
べ

き
課

題
（
本

人
の

ニ
ー

ズ
）

支
援

目
標

達
成

時
期

課
題

解
決

の
た

め
の

本
人

の
役

割
評

価
時

期

2
0

×
×

年
7

月
・

居
宅

介
護

（
家

事
援

助
）

洗
濯

、
掃

除
、

調
理

（
週

１
回

1
時

間
半

）
　

※

1
ヶ

月
は

相
談

支
援

専
門

員
も

同
行

す
る

こ
と

で
丁

寧
に

繋
い

で
い

く

・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
で

洗
濯

、
買

い
物

、
調

理
（

週
１

回
）

・
家

事
を

一
緒

に
行

う
2

0
×

×
年

５
月

生
活

の
約

束
事

を
体

験
的

に
学

習
す

る
こ

と
で

生
活

を
安

定
さ

せ
、

人
と

関
わ

る
こ

と
で

自
信

や
意

欲
を

強
め

て
い

く
。

自
信

と
意

欲
を

高
め

、
本

人
の

希
望

す
る

生
活

を
具

体
化

し
て

い
く

。

姉
と

ケ
ン

カ
し

な
い

よ
う

な
家

事
な

ど
の

生
活

パ
タ

ー
ン

を
探

す
。

そ
の

他
留

意
事

項

落
ち

着
い

た
大

人
の

女
性

に
な

り
た

い
。

定
期

通
院

と
定

期
服

薬
の

継
続

。

服
薬

後
に

就
寝

す
る

こ
と

で
、

生
活

の
乱

れ
を

な
く

す
。

2
0

×
×

年
7

月
・

相
談

支
援

事
業

所
に

よ
る

定
期

面
接

時
に

通
院

と
服

薬
の

確
認

・
就

寝
時

間
の

確
認

　
（

居
宅

介
護

時
：

週
１

回
）

・
時

間
を

決
め

て
薬

を
飲

む
よ

う
工

夫
す

る
。

2
0

×
×

年
7

月

清
潔

で
綺

麗
な

女
性

に
な

り
た

い
。

自
分

で
家

事
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

2
0

×
×

年
５

月

家
族

に
馬

鹿
に

さ
れ

な
い

女
性

に
な

り
た

い
。

本
人

や
障

害
に

つ
い

て
、

家
族

の
理

解
を

深
め

る
。

2
0

×
×

年
1

0
月

・
相

談
支

援
事

業
所

に
よ

る
定

期
訪

問
を

通
し

て
、

姉
に

本
人

へ
の

理
解

を
促

し
、

本
人

の
で

き
る

こ
と

を
伝

え
て

い
く

（
居

宅
介

護
時

：
週

１
回

）

・
出

来
る

こ
と

を
増

や
す

・
自

分
に

自
信

を
持

つ

・
み

ん
な

に
優

し
く

す
る

2
0

×
×

年
1

0
月

2
0

×
×

年
7

月
・

相
談

支
援

専
門

員
と

日
中

活
動

先
の

見
学

を
行

い
、

通
う

先
を

選
定

（
適

宜
）

・
朝

起
き

て
事

業
所

に
行

き
、

行
き

た
い

場
所

や
や

り
た

い
仕

事
を

見
つ

け
る

2
0

×
×

年
7

月

お
し

ゃ
れ

な
女

性
に

見
ら

れ
た

い
。

年
齢

に
応

じ
た

(常
識

的
な

）
身

な
り

を
す

る
。

2
0

×
×

年
1

0
月

・
移

動
支

援
に

よ
る

衣
類

や
雑

貨
の

買
い

物
同

行
（

週
１

回
1

時
間

半
）

・
移

動
支

援
事

業
所

に
相

談
支

援
専

門
員

が
1

ヶ
月

同
行

す
る

こ
と

で
丁

寧
に

繋
い

で
い

く

・
下

着
（

上
）

を
つ

け
る

・
流

行
を

調
べ

る

・
ヘ

ル
パ

ー
と

買
い

物
に

行
く

仕
事

が
出

来
る

女
性

に
な

り
た

い
。

日
中

活
動

先
を

決
め

る
。
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68 

サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
案

【
週

間
計

画
表

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

開
始

年
月

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
よ

っ
て

実
現

す
る

生
活

の
全

体
像

様
式

第
１

－
２

○
○

　
○

子
区

分
3

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

○
○

　
○

○

2
0

×
×

年
5

月

・
日

中
は

趣
味

の
手

紙
や

フ
ァ

ン
レ

タ
ー

を
書

い
て

過
ご

し
て

い
る

。
・

買
い

物
は

一
人

で
行

え
る

が
、

買
う

物
は

決
ま

っ
て

お
り

（
手

紙
や

切
手

、
封

筒
、

等
）

衣
類

や
日

用
品

は
姉

が
買

っ
て

き
て

い
る

。
・

食
事

は
冷

凍
食

品
か

お
弁

当
を

自
分

で
買

っ
て

く
る

（
姉

が
用

意
し

て
く

れ
た

も
の

も
あ

る
が

、
温

め
た

り
は

せ
ず

腐
ら

せ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

）
。

・
土

曜
日

に
は

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

で
洗

濯
を

行
い

（
自

宅
で

は
姉

に
嫌

が
ら

れ
る

た
め

）
、

夕
食

会
で

は
買

い
物

、
調

理
、

片
付

け
に

参
加

す
る

。
・

入
浴

は
シ

ャ
ワ

ー
を

出
し

っ
ぱ

な
し

に
し

て
し

ま
い

、
お

湯
を

使
い

す
ぎ

て
し

ま
う

事
を

姉
に

指
摘

さ
れ

て
し

ま
う

。

6
:0

0

8
:0

0

1
0
:0

0

1
2
:0

0

1
4
:0

0

1
6
:0

0

・
本

人
の

生
活

体
験

や
人

と
の

関
わ

り
が

希
薄

な
状

況
を

考
慮

し
、

色
々

な
体

験
を

通
し

て
本

人
の

望
む

生
活

を
見

い
だ

す
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

そ
の

た
め

、
本

人
の

言
葉

を
利

用
し

、
本

人
と

具
体

的
な

目
標

を
共

有
し

て
い

く
。

・
公

的
な

サ
ー

ビ
ス

や
他

者
に

対
し

て
の

不
安

や
警

戒
心

が
強

い
た

め
、

信
頼

関
係

の
あ

る
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
が

サ
ー

ビ
ス

の
つ

な
ぎ

を
丁

寧
に

行
っ

て
い

く
。

・
本

人
の

生
活

（
服

薬
状

況
）

が
不

安
定

な
状

況
で

あ
り

、
公

的
な

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
も

初
め

て
な

の
で

定
期

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
必

要
。

・
生

活
が

安
定

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
服

薬
も

安
定

し
就

寝
時

間
を

一
定

化
さ

せ
る

こ
と

で
体

調
管

理
・

生
活

基
盤

が
整

う
。

・
支

援
者

と
の

関
わ

り
が

増
え

る
こ

と
に

よ
り

、
自

信
や

意
欲

が
高

ま
り

希
望

す
る

生
活

が
具

体
化

（
言

語
化

）
出

来
る

よ
う

に
な

っ
て

く
る

。
・

本
人

の
生

活
環

境
の

変
化

や
状

況
の

変
化

を
姉

に
伝

え
て

い
く

こ
と

で
良

好
な

関
係

を
築

い
て

い
け

る
。

・
家

事
援

助
や

移
動

支
援

に
は

相
談

支
援

専
門

員
が

同
行

し
、

本
人

の
安

心
と

事
業

所
へ

の
引

き
継

ぎ
を

行
う

。
・

同
行

の
際

に
姉

に
時

間
を

取
っ

て
貰

い
、

本
人

の
状

況
や

変
化

を
伝

え
て

い
く

。
・

2
週

間
に

1
回

の
通

院
は

一
人

で
行

け
る

。
・

服
薬

確
認

を
行

い
、

服
薬

後
決

ま
っ

た
時

間
に

就
寝

す
る

こ
と

で
生

活
の

乱
れ

を
な

く
す

。

1
8
:0

0

2
0
:0

0

2
2
:0

0

0
:0

0

2
:0

0

4
:0

0

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

ヘ
ル

パ
ー

（
家

事
）

昼
食

昼
食

昼
食

昼
食

昼
食

昼
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

（
洗

濯
、

昼
食

）

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

（
夕

食
会

）

移
動

支
援

（
買

い
物

）

入
浴

入
浴

入
浴

入
浴

買
い

物
（

食
材

や
雑

貨
等

）

買
い

物
（

食
材

や
雑

貨
等

）
日

中
活

動
事

業
所

（
選

定
、

見
学

）

日
中

活
動

事
業

所
（

選
定

、
見

学
）
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別紙１

申請者の現状（基本情報）

１．概要(支援経過・現状と課題等)

２．利用者の状況

家族構成　※年齢、職業、主たる介護者等を記入 社会関係図 ※本人と関わりを持つ機関・人物等（役割）

生活歴　※受診歴等含む 医療の状況　※受診科目、頻度、主治医、疾患名、服薬状況等

本人の主訴（意向・希望） 家族の主訴（意向・希望）

３．支援の状況

名称 提供機関・提供者 支援内容 頻度 備考

住　　所

統合失調症

48歳

[持家 ・ 借家 ・ グループ/ケアホーム ・ 入所施設 ・ 医療機関 ・ その他(　　)] FAX番号

○○相談支援センター 一緒に家事をしながら調理、洗濯
などの技術を身につける。

隔週1回

障害または疾患名 区分3

その他の
支援

　男　・　女障害程度区分

・日常生活の技術を身に付ける支
援

○○事業所

家族が自分を馬鹿にするのが大変だけど、アイドルのような可愛い女性になり
たい。

夜中に洗濯したり、洗剤も入れていないようなので家族の洗濯とは別にして
ほしい。腐った物も平気で食べてしまう神経が理解できない。早く病院でも
施設でも入って欲しい。

公的支援
（障害福
祉サービ
ス、介護
保険等）

・地域活動支援センター

・高校はいじめによる不登校で中退。その後両親の紹介でアルバイトを転々とするが続かず。本人は人間
関係がうまくいかなかったと話しているが、無理矢理行かされていたとも言っていた。
・20歳の時に両親も就職をあきらめ、精神科受診、統合失調症の診断。その後、家族以外の他者との関
わりはほとんどない引きこもりに近い生活が続く。自宅ではアイドルやアナウンサーに毎日大量のフャン
レターを書いては送ることをしていた。通院や近隣への買い物には出かけていた。
・児童相談所や大人の電話相談（命の電話？）等への電話は頻回にしていたとのこと。
・生活リズムが崩れており、服薬も自分で調整してしまっている。

作成日 計画作成担当者

週1回

○○　○子 ○年○月○日

20××年4月1日

夕食の会に参加

性別

精神科・・・月２回（統合失調症）

相談支援事業者名 ○○相談支援センター ○○　○○

　○年○月○日　本人より突然電話相談が入る（在学中から児童相談所や大人の電話相談を利用しており、他の相談機関から紹介された）。電話相談では近
況報告や両親への不満、アイドルやテレビの話が中心であった。当初は訪問や来所を必要ないと拒否していたため、本人の好きな話を中心に傾聴しながら生
活状況や通院先、服薬状況といったアセスメントを丁寧に行っていった。両親が相次いで他界し姉夫婦との同居が始まってから、相談支援事業所に遊びに来
るようになる。
　本人の生活支援や姉への支援の必要性が明確になってきたため、訪問により相談支援を始める。姉は本人が発症直後から別世帯であったため障害や病気に
関する理解が弱く、本人は窮屈な生活を送っていた経過がある。そのため、本人の望む具体的な生活を見いだし、家族との関係調整を行うために一般相談支
援（市からの委託）として支援を開始した。
　支援においては、本人の体験や他者との関わりの希薄さから希望やニーズの言語化に苦慮する。その為、本人の言葉（○○のような女性になりたい）を有
効に活用し、抽象的な言葉を具体的に言語化していく作業を本人と行っていった。20年間、家族以外の他者との関わりは無かったことも考慮しながら本人と
のつながりを大切にしていき、支援者を増やしていくことを目指した。
　相談支援事業において日常生活の技術を身につけるよう支援を続けた結果、姉夫婦も本人の意欲的な姿を見ながら、障害や病気への理解を示すようになっ
てきている。今後は、本人の望む生活を経験に基づいた、より具体的なものに言語化していく支援を進めながら、実現していくことが課題である。同時に生
活の不安定さも解消し、生活基盤の安定を構築する必要がある。

○○○-○○○-○○○○

年　　齢

電話番号

氏　　名 生年月日

〒***-***　○○市○○町**-**

姉（55歳） 本人

相談支援センター

友人

市（障がい福祉課）

地域活動支援センター

医療

姉主たる介護者は姉だ

が、障害や病気への理

解がない

雑貨屋
2世帯同居

相談支援センター
（日常生活の技術）

 

35



  

70 

申
請

者
の

現
状

（
基

本
情

報
）
　

【
現

在
の

生
活

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

計
画

作
成

担
当

者

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

別
紙

２

1
2
:0

0

6
:0

0

8
:0

0

1
0
:0

0

○
○

　
○

子
区

分
3

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

○
○

　
○

○

・
日

中
は

フ
ァ

ン
レ

タ
ー

を
書

い
て

い
る

か
、

相
談

機
関

へ
電

話
を

し
て

い
る

か
、

お
弁

当
な

ど
の

買
い

物
を

し
て

い
る

。
・

深
夜

に
洗

濯
を

し
て

し
ま

う
。

・
服

薬
管

理
が

で
き

て
い

な
い

こ
と

も
あ

り
、

生
活

が
不

規
則

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

。
・

買
い

物
は

一
人

で
行

え
る

が
、

買
う

物
は

決
ま

っ
て

お
り

（
手

紙
や

切
手

、
封

筒
、

等
）

衣
類

や
日

用
品

は
姉

が
買

っ
て

き
て

い
る

。
・

食
事

は
冷

凍
食

品
か

お
弁

当
を

自
分

で
買

っ
て

く
る

（
姉

が
用

意
し

て
く

れ
た

も
の

も
あ

る
が

、
温

め
た

り
は

せ
ず

腐
ら

せ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

）
・

夕
食

の
会

で
は

買
い

物
、

調
理

、
片

付
け

に
参

加
す

る
。

・
入

浴
は

シ
ャ

ワ
ー

を
出

し
っ

ぱ
な

し
に

し
て

し
ま

い
、

お
湯

を
使

い
す

ぎ
て

し
ま

う
事

を
姉

に
指

摘
さ

れ
て

し
ま

う

・
定

期
通

院
へ

は
一

人
で

行
け

て
い

る
。

近
隣

へ
の

買
い

物
も

一
人

で
行

く
。

・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
の

夕
食

会
に

毎
週

参
加

。
・

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

が
訪

問
し

て
家

事
な

ど
を

し
な

が
ら

日
常

生
活

の
技

術
を

身
に

つ
け

る
よ

う
支

援
（

隔
週

1
回

、
2

時
間

）
。

2
:0

0

4
:0

0

1
4
:0

0

1
6
:0

0

1
8
:0

0

2
0
:0

0

2
2
:0

0

0
:0

0

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

昼
食

昼
食

昼
食

昼
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

地
域

活
動

支

援
セ

ン
タ

ー

の
夕

食
会

に

参
加

夕
食

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

生
活

サ
ポ

ー
ト

（
隔

週
）

入
浴

入
浴

入
浴

買
い

物
買

い
物

買
い

物
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サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

作
成

日
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
期

間
（
開

始
年

月
）

利
用

者
同

意
署

名
欄

総
合

的
な

援
助

の
方

針

長
期

目
標

短
期

目
標

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等

種
類

・
内

容
・
量

（
頻

度
・
時

間
）

提
供

事
業

者
名

（
担

当
者

名
・
電

話
）

1 2 3 4 5 6

・
○

○
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
(○

○
サ

ー
ビ

ス
提

供
責

任
者

*
*
*
-
*
*
*
-
*
*
*
*
)

・
○

○
事

業
所

(○
○

さ
ん

　
 *

*
*
-
*
*
*
-
*
*
*
*
)

様
式

２
－

１

○
○

　
○

子
区

分
3

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

９
３

０
０

円
○

○
　

○
○

2
0

×
×

年
4

月
1

日
毎

月
（

３
ヶ

月
間

：
５

月
～

７
月

）
○

○
　

○
子

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
の

生
活

に
対

す
る

意
向

（
希

望
す

る
生

活
）

幸
せ

だ
か

ら
今

の
ま

ま
で

い
い

。
で

も
、

家
族

が
自

分
の

こ
と

を
馬

鹿
に

す
る

の
が

辛
い

わ
…

ア
イ

ド
ル

の
よ

う
な

可
愛

い
女

性
に

な
り

た
い

わ
。

ダ
イ

ヤ
の

よ
う

に
女

を
磨

く
の

よ
作

戦
で

頑
張

り
た

い
。

生
活

の
約

束
事

を
体

験
的

に
学

習
す

る
こ

と
で

生
活

を
安

定
さ

せ
、

人
と

関
わ

る
こ

と
で

自
信

や
意

欲
を

強
め

て
い

く
。

自
信

と
意

欲
を

高
め

、
本

人
の

希
望

す
る

生
活

を
具

体
化

し
て

い
く

。

姉
と

ケ
ン

カ
し

な
い

よ
う

な
家

事
な

ど
の

生
活

パ
タ

ー
ン

を
探

す
。

優
先

順
位

解
決

す
べ

き
課

題
（
本

人
の

ニ
ー

ズ
）

支
援

目
標

達
成

時
期

課
題

解
決

の
た

め
の

本
人

の
役

割
評

価
時

期
そ

の
他

留
意

事
項

落
ち

着
い

た
大

人
の

女
性

に
な

り
た

い
。

定
期

通
院

と
定

期
服

薬
の

継
続

。
服

薬
後

に
就

寝
す

る
こ

と
で

、
生

活
の

乱
れ

を
な

く
す

。

2
0

×
×

年
7

月
・

相
談

支
援

事
業

所
に

よ
る

定
期

面
接

時
に

通
院

と
服

薬
の

確
認

・
就

寝
時

間
の

確
認

　
（

居
宅

介
護

時
：

週
１

回
）

・
時

間
を

決
め

て
薬

を
飲

む
よ

う
工

夫
す

る
。

2
0

×
×

年
7

月

清
潔

で
綺

麗
な

女
性

に
な

り
た

い
。

自
分

で
家

事
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

家
族

に
馬

鹿
に

さ
れ

な
い

女
性

に
な

り
た

い
。

本
人

や
障

害
に

つ
い

て
、

家
族

の
理

解
を

深
め

る
。

2
0

×
×

年
1

0
月

・
相

談
支

援
事

業
所

に
よ

る
定

期
訪

問
を

通
し

て
、

姉
に

本
人

へ
の

理
解

を
促

し
、

本
人

の
で

き
る

こ
と

を
伝

え
て

い
く

（
居

宅
介

護
時

：
週

１
回

）

・
出

来
る

こ
と

を
増

や
す

・
自

分
に

自
信

を
持

つ
・

み
ん

な
に

優
し

く
す

る

2
0

×
×

年
５

月
2

0
×

×
年

7
月

・
居

宅
介

護
（

家
事

援
助

）
洗

濯
、

掃
除

、
調

理
（

週
１

回
1

時
間

半
）

※
1

ヶ
月

は
相

談
支

援
専

門
員

も
同

行
す

る
こ

と
で

丁
寧

に
繋

い
で

い
く

・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
で

洗
濯

、
買

い
物

、
調

理
（

週
１

回
）

・
家

事
を

一
緒

に
行

う

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

お
し

ゃ
れ

な
女

性
に

見
ら

れ
た

い
。

年
齢

に
応

じ
た

(常
識

的
な

）
身

な
り

を
す

る
。

2
0

×
×

年
1

0
月

・
移

動
支

援
に

よ
る

衣
類

や
雑

貨
の

買
い

物
同

行
（

週
１

回
1

時
間

半
）

・
移

動
支

援
事

業
所

に
相

談
支

援
専

門
員

が
1

ヶ
月

同
行

す
る

こ
と

で
丁

寧
に

繋
い

で
い

く

・
下

着
（

上
）

を
つ

け
る

・
流

行
を

調
べ

る
・

ヘ
ル

パ
ー

と
買

い
物

に
行

く

2
0

×
×

年
５

月
○

○
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー

・
相

談
支

援
専

門
員

と
日

中
活

動
先

の
見

学
を

行
い

、
通

う
先

を
選

定
（

適
宜

）

・
朝

起
き

て
事

業
所

に
行

き
、

行
き

た
い

場
所

や
や

り
た

い
仕

事
を

見
つ

け
る

2
0

×
×

年
1

0
月

2
0

×
×

年
7

月

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

仕
事

が
出

来
る

女
性

に
な

り
た

い
。

日
中

活
動

先
を

決
め

る
。

2
0

×
×

年
7

月
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サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
【
週

間
計

画
表

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

開
始

年
月

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
よ

っ
て

実
現

す
る

生
活

の
全

体
像

様
式

２
－

２

○
○

　
○

子
区

分
3

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

９
３

０
０

円
○

○
　

○
○

2
0

×
×

年
5

月

・
日

中
は

趣
味

の
手

紙
や

フ
ァ

ン
レ

タ
ー

を
書

い
て

過
ご

し
て

い
る

。
・

買
い

物
は

一
人

で
行

え
る

が
、

買
う

物
は

決
ま

っ
て

お
り

（
手

紙
や

切
手

、
封

筒
、

等
）

衣
類

や
日

用
品

は
姉

が
買

っ
て

き
て

い
る

。
・

食
事

は
冷

凍
食

品
か

お
弁

当
を

自
分

で
買

っ
て

く
る

（
姉

が
用

意
し

て
く

れ
た

も
の

も
あ

る
が

、
温

め
た

り
は

せ
ず

腐
ら

せ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

）
。

・
土

曜
日

に
は

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

で
洗

濯
を

行
い

（
自

宅
で

は
姉

に
嫌

が
ら

れ
る

た
め

）
、

夕
食

会
で

は
買

い
物

、
調

理
、

片
付

け
に

参
加

す
る

。
・

入
浴

は
シ

ャ
ワ

ー
を

出
し

っ
ぱ

な
し

に
し

て
し

ま
い

、
お

湯
を

使
い

す
ぎ

て
し

ま
う

事
を

姉
に

指
摘

さ
れ

て
し

ま
う

。

6
:0

0

8
:0

0

1
0
:0

0

1
2
:0

0

1
4
:0

0

1
6
:0

0

・
本

人
の

生
活

体
験

や
人

と
の

関
わ

り
が

希
薄

な
状

況
を

考
慮

し
、

色
々

な
体

験
を

通
し

て
本

人
の

望
む

生
活

を
見

い
だ

す
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

そ
の

た
め

、
本

人
の

言
葉

を
利

用
し

、
本

人
と

具
体

的
な

目
標

を
共

有
し

て
い

く
。

・
公

的
な

サ
ー

ビ
ス

や
他

者
に

対
し

て
の

不
安

や
警

戒
心

が
強

い
た

め
、

信
頼

関
係

の
あ

る
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
が

サ
ー

ビ
ス

の
つ

な
ぎ

を
丁

寧
に

行
っ

て
い

く
。

・
本

人
の

生
活

（
服

薬
状

況
）

が
不

安
定

な
状

況
で

あ
り

、
公

的
な

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
も

初
め

て
な

の
で

定
期

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
必

要
。

・
生

活
が

安
定

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
服

薬
も

安
定

し
就

寝
時

間
を

一
定

化
さ

せ
る

こ
と

で
体

調
管

理
・

生
活

基
盤

が
整

う
。

・
支

援
者

と
の

関
わ

り
が

増
え

る
こ

と
に

よ
り

、
自

信
や

意
欲

が
高

ま
り

希
望

す
る

生
活

が
具

体
化

（
言

語
化

）
出

来
る

よ
う

に
な

っ
て

く
る

。
・

本
人

の
生

活
環

境
の

変
化

や
状

況
の

変
化

を
姉

に
伝

え
て

い
く

こ
と

で
良

好
な

関
係

を
築

い
て

い
け

る
。

・
家

事
援

助
や

移
動

支
援

に
は

相
談

支
援

専
門

員
が

同
行

し
、

本
人

の
安

心
と

事
業

所
へ

の
引

き
継

ぎ
を

行
う

。
・

同
行

の
際

に
姉

に
時

間
を

取
っ

て
貰

い
、

本
人

の
状

況
や

変
化

を
伝

え
て

い
く

。
・

2
週

間
に

1
回

の
通

院
は

一
人

で
行

け
る

。
・

服
薬

確
認

を
行

い
、

服
薬

後
決

ま
っ

た
時

間
に

就
寝

す
る

こ
と

で
生

活
の

乱
れ

を
な

く
す

。

1
8
:0

0

2
0
:0

0

2
2
:0

0

0
:0

0

2
:0

0

4
:0

0

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

ヘ
ル

パ
ー

（
家

事
）

昼
食

昼
食

昼
食

昼
食

昼
食

昼
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

（
洗

濯
、

昼
食

）

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

（
夕

食
会

）

移
動

支
援

（
買

い
物

）

入
浴

入
浴

入
浴

入
浴

買
い

物
（

食
材

や
雑

貨
等

）

買
い

物
（

食
材

や
雑

貨
等

）
日

中
活

動
事

業
所

（
選

定
、

見
学

）

日
中

活
動

事
業

所
（

選
定

、
見

学
）
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モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
(継

続
サ

ー
ビ

ス
利

用
支

援
）

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

作
成

日
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
日

利
用

者
同

意
署

名
欄

総
合

的
な

援
助

の
方

針
全

体
の

状
況

計
画

変
更

の
必

要
性

サ
ー

ビ
ス

種
類

の
変

更

サ
ー

ビ
ス

量
の

変
更

週
間

計
画

の

変
更

1
有

・
無

有
・

無
有

・
無

2
有

・
無

有
・

無
有

・
無

3
有

・
無

有
・

無
有

・
無

4
有

・
無

有
・

無
有

・
無

5
有

・
無

有
・

無
有

・
無

6
有

・
無

有
・

無
有

・
無

達
成

時
期

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

2
0

×
×

年
７

月
2

8
日

2
0

×
×

年
７

月
1

日

そ
の

他
留

意
事

項

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

支
援

目
標

の
達

成
度

（
ニ

ー
ズ

の
充

足
度

）
今

後
の

課
題

・
解

決
方

法
本

人
の

感
想

・
満

足
度

サ
ー

ビ
ス

提
供

状
況

（
事

業
者

か
ら

の
聞

き
取

り
）

就
労

移
行

支
援

事
業

の
暫

定
利

用
を

開
始

す
る

。
実

習
に

あ
た

り
、

事
業

所
ま

で
の

送
迎

の
確

保
が

必
要

。

支
援

目
標

優
先

順
位

区
分

3

９
３

０
０

円

生
活

の
約

束
事

を
体

験
的

に
学

習
す

る
こ

と
で

生
活

を
安

定
さ

せ
、

人
と

関
わ

る
こ

と
で

自
信

や
意

欲
を

強
め

て
い

く
。

公
的

な
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

に
よ

り
生

活
（

起
床

時
間

、
定

期
服

薬
）

が
安

定
。

新
し

い
支

援
者

や
サ

ー
ビ

ス
も

受
け

入
れ

る
こ

と
が

で
き

、
安

心
し

て
笑

顔
が

多
く

な
っ

て
い

る
。

姉
も

本
人

の
姿

を
み

て
、

今
ま

で
の

考
え

方
に

変
化

が
出

て
き

て
お

り
、

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

を
は

じ
め

支
援

者
へ

の
信

頼
が

出
て

き
て

い
る

。

○
○

　
○

子

特
に

課
題

は
な

い
。

現
在

の
支

援
を

継
続

。

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

○
○

　
○

○

姉
の

状
況

を
察

し
て

か
、

本
人

か
ら

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
へ

の
入

居
希

望
が

で
た

。

ヘ
ル

パ
ー

と
も

良
い

関
係

を
作

れ
て

い
る

。
食

べ
物

の
管

理
や

賞
味

期
限

の
確

認
は

必
要

。

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

に
は

通
っ

て
き

て
い

る
。

調
理

等
に

も
積

極
的

に
参

加
す

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

通
院

は
確

実
に

出
来

て
お

り
、

服
薬

も
意

識
し

て
い

る
。

生
活

の
リ

ズ
ム

が
安

定
し

て
き

た
が

、
不

安
に

な
る

と
薬

を
飲

み
過

ぎ
て

し
ま

う
。

仕
事

が
で

き
る

か
不

安
。

周
り

の
人

と
喧

嘩
し

て
し

ま
い

そ
う

で
不

安
。

友
人

に
聞

い
た

の
だ

が
、

自
分

の
こ

と
は

自
分

で
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

が
輝

く
女

性
だ

と
自

分
で

も
思

う
。

そ
の

た
め

に
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
行

き
た

い
。

見
学

同
行

を
行

い
、

本
人

の
希

望
す

る
事

業
所

で
の

実
習

を
開

始
し

た
。

や
っ

ぱ
り

人
は

見
た

目
で

判
断

さ
れ

る
と

思
う

。

本
人

が
地

域
に

は
色

々
な

人
が

い
て

、
色

々
な

事
業

所
が

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

実
際

の
ホ

ー
ム

で
の

生
活

と
本

人
の

イ
メ

ー
ジ

の
ズ

レ
を

把
握

す
る

。

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

と
見

学
し

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

の
生

活
や

状
況

を
知

る
こ

と
を

提
案

慣
れ

な
い

場
所

へ
の

移
動

は
困

難
な

た
め

、
受

け
入

れ
先

と
相

談
支

援
事

業
所

で
分

業
し

送
迎

を
行

う
。

本
人

の
生

活
ス

キ
ル

の
把

握
と

、
ヘ

ル
パ

ー
の

業
務

以
外

の
依

頼
へ

の
対

応
→

相
談

支
援

事
業

所
が

調
整

を
行

う
。

姉
の

状
況

を
考

慮
し

、
今

後
の

支
援

体
制

の
再

構
築

を
行

う
。

事
前

の
説

明
と

同
行

等
で

本
人

の
安

心
感

を
増

す
よ

う
に

し
て

い
く

。

姉
の

生
活

状
況

が
変

化
し

て
い

く
可

能
性

が
あ

り
（

夫
の

仕
事

の
都

合
で

引
越

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
か

も
し

れ
な

い
）

。

新
し

い
出

会
い

が
で

き
て

良
か

っ
た

。
話

が
合

わ
な

い
と

き
も

あ
る

が
、

買
い

物
も

一
緒

に
行

っ
て

く
れ

て
助

か
る

。
○

○
事

業
所

の
他

の
人

た
ち

と
も

話
せ

て
楽

し
い

。

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

や
事

業
所

見
学

の
前

日
に

は
不

安
で

薬
を

飲
み

過
ぎ

て
起

き
ら

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。

馬
鹿

に
さ

れ
る

こ
と

が
少

な
く

な
っ

た
。

自
分

で
家

事
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

定
期

通
院

と
定

期
服

薬
の

継
続

。
服

薬
後

に
就

寝
す

る
こ

と
で

、
生

活
の

乱
れ

を
な

く
す

。

支
援

者
が

増
え

、
公

的
な

サ
ー

ビ
ス

が
導

入
で

き
た

。

生
活

の
リ

ズ
ム

が
お

お
む

ね
安

定
し

て
き

て
い

る
。

服
薬

が
不

規
則

に
な

る
要

因
が

把
握

で
き

た
。

2
0

×
×

年
7

月

2
0

×
×

年
7

月

2
0

×
×

年
1

0
月

2
0

×
×

年
1

0
月

2
0

×
×

年
7

月

年
齢

に
応

じ
た

(常
識

的
な

）
身

な
り

を
す

る
。

本
人

や
障

害
に

つ
い

て
、

家
族

の
理

解
を

深
め

る
。

様
式

３
－

１

○
○

　
○

子

日
中

活
動

先
を

決
め

る
。

現
在

の
住

ま
い

が
維

持
で

き
な

い
状

況
も

考
慮

。
姉

の
理

解
が

深
ま

っ
て

き
て

い
る

。
サ

ー
ビ

ス
導

入
に

対
す

る
安

心
感

も
あ

る
よ

う
。

身
な

り
に

気
を

使
い

始
め

て
お

り
、

下
着

（
上

）
も

身
に

つ
け

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

姉
と

の
関

係
は

修
復

に
向

か
っ

て
い

る
。

も
っ

と
お

し
ゃ

れ
し

た
い

と
思

う
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。
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継
続

サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
【
週

間
計

画
表

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

開
始

年
月

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
よ

っ
て

実
現

す
る

生
活

の
全

体
像

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

９
３

０
０

円
○

○
　

○
○

・
日

中
は

趣
味

の
手

紙
や

フ
ァ

ン
レ

タ
ー

を
書

い
た

り
テ

レ
ビ

を
見

て
過

ご
し

て
い

る
。

・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
は

交
流

を
主

と
し

た
利

用
に

な
る

。
・

実
習

へ
の

送
迎

は
相

談
支

援
事

業
所

と
実

習
事

業
所

が
分

担
。

6
:0

0

8
:0

0

1
0
:0

0

1
2
:0

0

1
4
:0

0

1
6
:0

0

・
色

々
な

体
験

を
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
見

方
が

広
が

っ
て

、
ど

ん
な

生
活

が
よ

い
生

活
な

の
か

、
自

分
で

考
え

た
こ

と
が

周
り

の
人

に
も

認
め

ら
れ

、
応

援
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

な
る

。
・

お
姉

さ
ん

に
も

怒
ら

れ
な

い
よ

う
に

な
り

、
お

互
い

に
気

持
ち

が
楽

に
な

る
。

・
ち

ゃ
ん

と
薬

を
飲

ん
で

、
規

則
正

し
い

生
活

を
送

れ
る

よ
う

に
な

り
、

日
中

活
動

の
実

習
に

も
き

ち
ん

と
通

え
る

よ
う

に
な

る
。

・
支

援
者

と
一

緒
に

動
い

た
り

話
し

合
っ

た
り

す
る

こ
と

で
、

何
を

し
た

ら
良

い
の

か
が

も
っ

と
言

葉
に

し
て

言
え

る
よ

う
に

な
る

。

相
談

支
援

事
業

所
の

定
期

訪
問

を
月

1
回

行
っ

て
い

る
。

・
2

週
間

に
1

回
の

通
院

は
一

人
で

行
け

る
。

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

を
見

学
し

、
ホ

ー
ム

で
の

生
活

や
状

況
を

知
る

こ
と

を
提

案

1
8
:0

0

2
0
:0

0

2
2
:0

0

0
:0

0

2
:0

0

4
:0

0

2
0

×
×

年
７

月

様
式

３
－

２

○
○

　
○

子
区

分
3

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

起
床

起
床

起
床

朝
食

朝
食

朝
食

ヘ
ル

パ
ー

（
家

事
）

昼
食

昼
食

昼
食

昼
食

夕
食

夕
食

就
寝

就
寝

就
寝

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

（
交

流
）

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

（
夕

食
会

）

送
迎

送
迎

送
迎

実
習

実
習

（
就

労
移

行
支

援
事

業
）

実
習

（
就

労
移

行
支

援
事

業
）

送
迎

送
迎

送
迎

起
床

朝
食

起
床

朝
食

起
床

朝
食

起
床

朝
食

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

移
動

支
援

（
買

い
物

）

入
浴

入
浴

入
浴

入
浴

買
い

物

買
い

物

Ｇ
Ｈ

見
学
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V．地域での安心した暮らしを支えた事例【新規追加】 

１．事例の概要

２．利用者の状況

　５０歳になる知的障害の男性Mさん。２０年間授産施設での入所生活後、就職が決まり施設を退所。グループホームへ入居
し職場へ通う生活となった。その後、自分だけの自由な暮らしをしたいと、アパートでの一人暮らしを決意し生活することと
なった。しかし、知人に詐欺に合い、地域生活を断念せざるを得ない危機的状況が生まれた為、サービス等利用計画、地域定
着支援により緊急時の支援も含め生活全般の支援が開始された。
　地域で暮らしたいとの本人の願いを実現するため、地域の様々な関係機関が協力し、安心した日々の生活を取り戻すことが
できた。

経済状況

年齢・性別

障害の状況

主な生活歴

５０歳　男性

知的障害（中度判定）

○○町で生まれ、特別支援学校卒業後、S授産施設へ入所する。２０年間、入所授産施設での生活後、
就職が決まり施設を退所、グループホームで生活しながら、仕事へ通うこととなった。

障害基礎年金（2級）及び本人の就労による収入

利用者の主訴

健康状況

家族状況

今の仕事を続けながら、元気で不安のない生活をしていきたい。

心臓病があり服薬中であるが、体調は安定している。

本人のみの単身生活。
両親は高齢で他県に住んでいる。他県に住む２人の弟がいる。支援には協力的。

　友人からの相談受付後、状況確認のため自宅へ訪問した。
　部屋の中は服や物が足の踏み場もないくらい散乱しており、生活環境の悪さを感じた。お金の管理について確認すると、
「すべて会社が管理している」とのことであった。そのため、市役所とも連携して支援介入することが有効と考え、今後の進
め方について関係者の打合せを実施した。後日、会社へ市職員と同行訪問し、社長と面談を行った。
　結果、給料の管理はきちんとされていたが、年金証書が何者かによって再発行されていることが判明した。
　そのため、社会保険事務所、銀行に確認に行くと、口座変更の手続きがされており、さらに年金を担保に数百万の借り入れ
をおこなっていることが判明、その事を本人に確認すると知人に脅され、無理矢理連れて行かれて手続きをしている事が明ら
かになった。
　その後、深夜等に知人が家に来て脅されたりするとの、本人からの相談があり、一人暮らしが危機的な状況となった。
　このまま、一人暮らしを続けるには危険性もあり、避難的に施設やグループホームへ移って生活してはどうかとケア会議に
て提案された。しかし、本人の「自宅で暮らしたい」という強い希望があり、何とかして今の生活を支えて行くための方法を
検討した。
　そして、24時間緊急時の連絡体制及び対応、見守り支援、日常生活面での生活課題について総合的、計画的支援を行う必要
があるため、「地域定着支援」と居宅介護の利用について市役所へ申請した。
　「サービス等利用計画」を作成して提出した結果、「地域定着支援」と居宅介護の利用が認められ、支援が開始された。ま
た、「継続サービス利用支援」により、1か月に1回訪問し、日常生活の現状についての情報把握と、事業者との情報共有を密
に行いつつ、継続的な支援を行った。

3.相談に至る経緯（背景といきさつ）

4.具体的支援内容・経過

特記事項

　グループホームから、アパートでの一人暮らしをすることとなった。しかし、それまで一人暮らしの経験がなく、調理や洗
濯等の日常生活面や、金銭の管理など、十分できないまま、どこからの支援も受けることなく生活を送っていた。そのような
中、詐欺グループの知人に、年金や預金など数百万円を脅され、だまし取られていた。そのような状況を不審に思った友人を
通じて、当センターの相談へとつながり、生活支援に関わることとなった。
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サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
案

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

案
作

成
日

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

期
間

（
開

始
年

月
）

利
用

者
同

意
署

名
欄

総
合

的
な

援
助

の
方

針

長
期

目
標

短
期

目
標

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等

種
類

・
内

容
・
量

（
頻

度
・
時

間
）

1 2 3 4 5 6

様
式

１
－

１

○
○

　
○

○
区

分
２

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
○

○

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

○
○

　
○

○

2
0

×
×

年
4

月
○

○
日

毎
月

/
３

か
月

間
（

2
0

×
×

年
5

月
～

７
月

）
○

○
　

○
○

　
　

　

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
の

生
活

に
対

す
る

意
向

（
希

望
す

る
生

活
）

（
本

人
）

今
の

仕
事

を
続

け
な

が
ら

、
元

気
で

不
安

の
な

い
生

活
を

し
て

い
き

た
い

。
（

家
族

・
弟

）
周

り
の

人
に

協
力

も
し

て
も

ら
い

な
が

ら
、

二
度

と
だ

ま
さ

れ
な

い
よ

う
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
に

し
て

や
り

た
い

。

不
安

が
な

い
生

活
が

で
き

る
よ

う
、

い
ろ

ん
な

福
祉

の
サ

ー
ビ

ス
や

支
援

し
て

く
れ

る
人

に
協

力
し

て
も

ら
い

な
が

ら
す

す
め

て
い

き
ま

す
。

毎
日

不
安

な
こ

と
を

な
く

し
て

い
け

る
よ

う
に

し
ま

す
。

ま
た

、
生

活
で

苦
手

な
こ

と
は

手
伝

っ
て

も
ら

い
な

が
ら

、
自

分
で

で
き

る
こ

と
を

増
や

し
て

い
け

る
よ

う
に

し
ま

す
。

お
金

を
騙

さ
れ

た
り

、
脅

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

な
く

、
し

っ
か

り
管

理
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

。
ま

た
、

洗
濯

や
掃

除
等

の
家

事
が

自
分

で
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

き
ま

す
。

優
先

順
位

解
決

す
べ

き
課

題
（
本

人
の

ニ
ー

ズ
）

支
援

目
標

達
成

時
期

課
題

解
決

の
た

め
の

本
人

の
役

割
評

価
時

期
そ

の
他

留
意

事
項

自
分

の
お

金
は

自
分

で
管

理
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

。
お

金
を

守
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
成

年
後

見
制

度
の

手
続

き
を

進
め

る
。

2
0

×
×

年
７

月
・

成
年

後
見

制
度

の
申

請
手

続
を

行
い

ま
す

。
（

※
司

法
書

士
に

お
金

の
管

理
を

し
て

も
ら

い
ま

す
。

）
・

手
続

き
な

ど
の

話
し

合
い

の
時

に
一

緒
に

話
し

を
聞

い
て

い
て

く
だ

さ
い

。
・

自
分

の
意

思
を

言
っ

て
く

だ
さ

い
。

2
0

×
×

年
５

月

お
金

を
計

画
的

に
使

え
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

何
に

ど
の

く
ら

い
使

っ
て

い
る

か
わ

か
る

よ
う

に
す

る
。

2
0

×
×

年
７

月
・

金
銭

管
理

ノ
ー

ト
を

つ
く

り
、

書
き

方
を

教
え

ま
す

。
・

レ
シ

ー
ト

を
あ

つ
め

ま
す

。
・

毎
日

金
銭

管
理

ノ
ー

ト
に

い
く

ら
使

っ
た

か
書

き
ま

す
。

2
0

×
×

年
５

月

2
0

×
×

年
５

月
※

ヘ
ル

パ
ー

に
も

不
審

な
こ

と
は

な
い

か
訪

問
時

に
確

認
を

し
て

も
ら

う
。

※
ヘ

ル
パ

ー
派

遣
は

共
通 （

１
時

間
/
週

４
回

）

毎
日

、
不

安
が

な
い

生
活

を
し

た
い

。
悪

い
人

が
家

に
こ

れ
な

い
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

緊
急

時
に

す
ぐ

に
連

絡
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

2
0

×
×

年
７

月
・

地
域

定
着

支
援

を
申

請
し

ま
す

。
（

2
4

時
間

の
緊

急
時

支
援

）
・

警
察

と
協

力
し

、
夜

間
の

巡
回

を
た

の
み

ま
す

。
・

電
話

を
取

り
つ

け
、

緊
急

時
に

連
絡

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
。

・
緊

急
連

絡
網

の
作

成
を

し
ま

す
。

・
電

話
機

に
使

い
方

を
覚

え
て

く
だ

さ
い

。
・

緊
急

時
に

ど
こ

に
連

絡
す

る
か

、
緊

急
時

の
連

絡
先

を
覚

え
て

く
だ

さ
い

。

2
0

×
×

年
５

月

2
0

×
×

年
1

0
月

・
ヘ

ル
パ

ー
を

頼
み

ま
す

。
　

居
宅

介
護

：
家

事
援

助
　

（
１

時
間

/
週

4
回

）
※

ご
は

ん
の

炊
き

方
や

料
理

の
仕

方
を

教
え

て
も

ら
う

。

・
ヘ

ル
パ

ー
と

一
緒

に
調

理
し

な
が

ら
、

覚
え

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

2
0

×
×

年
５

月

※
怪

し
い

人
が

来
て

い
な

い
か

、
友

人
や

民
生

委
員

に
時

々
様

子
を

見
て

も
ら

う
。

薬
を

き
ち

ん
と

忘
れ

ず
に

飲
め

る
よ

う
に

し
た

い
。

薬
の

飲
み

忘
れ

が
な

い
よ

う
に

す
る

。
2

0
×

×
年

７
月

・
ヘ

ル
パ

ー
を

頼
み

ま
す

。
　

居
宅

介
護

：
家

事
援

助
  

（
１

時
間

/
週

4
回

）
※

薬
の

飲
み

忘
れ

を
確

認
し

て
も

ら
う

。

・
毎

日
、

飲
み

忘
れ

が
な

い
よ

う
に

自
分

で
も

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

0

部
屋

の
掃

除
が

き
ち

ん
と

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

。
部

屋
を

き
れ

い
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

教
え

て
も

ら
い

な
が

ら
掃

除
の

や
り

方
を

覚
て

い
く

。

2
0

×
×

年
1

0
月

・
ヘ

ル
パ

ー
を

頼
み

ま
す

。
　

居
宅

介
護

：
家

事
援

助
　

（
１

時
間

/
週

4
回

）
※

掃
除

の
仕

方
を

教
え

て
も

ら
う

。

・
ヘ

ル
パ

ー
に

教
え

て
も

ら
い

な
が

ら
掃

除
の

や
り

方
を

覚
え

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

2
0

×
×

年
５

月
0

ご
は

ん
や

簡
単

な
料

理
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

。
ご

は
ん

の
炊

き
方

や
簡

単
な

調
理

は
で

き
る

よ
う

に
な

る
。
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サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
案

【
週

間
計

画
表

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

開
始

年
月

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

2

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
よ

っ
て

実
現

す
る

生
活

の
全

体
像

様
式

第
１

－
２

○
○

　
○

○
区

分
２

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
○

○

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

○
○

　
○

○

2
0

×
×

年
4

月

・
仕

事
か

ら
帰

っ
て

か
ら

は
、

あ
ま

り
外

出
し

な
い

。
テ

レ
ビ

を
見

て
い

る
か

、
遊

び
に

来
た

友
人

と
話

を
し

て
い

る
。

・
休

日
は

、
買

い
物

に
行

っ
た

り
、

支
援

セ
ン

タ
ー

に
遊

び
に

い
く

。
・

日
曜

日
は

教
会

に
行

く
。

6
:0

0

8
:0

0

1
0
:0

0

1
2
:0

0

1
4
:0

0

1
6
:0

0

・
知

人
に

騙
さ

れ
た

り
、

脅
さ

れ
た

り
し

て
不

安
な

生
活

を
送

っ
て

い
た

の
で

、
早

期
に

不
安

が
解

消
で

き
る

よ
う

に
関

係
機

関
と

も
連

携
し

て
解

決
へ

向
け

て
行

く
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
、

適
切

な
日

常
生

活
面

で
の

支
援

を
受

け
て

こ
な

か
っ

た
た

め
、

生
活

環
境

面
で

の
乱

れ
が

あ
っ

た
。

し
か

し
、

本
人

は
、

素
直

な
性

格
で

、
生

活
意

欲
も

あ
り

、
居

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

入
れ

、
教

え
て

行
く

事
で

身
の

回
り

の
こ

と
も

自
立

へ
と

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

が
可

能
と

感
じ

ら
れ

る
。

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
あ

た
っ

て
は

、
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

で
き

る
よ

う
な

支
援

に
心

が
け

て
い

く
。

・
民

生
委

員
や

友
人

の
協

力
に

よ
る

見
守

り
支

援
及

び
警

察
の

夜
間

等
の

巡
回

・
休

日
は

、
好

き
な

買
物

や
、

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
出

か
け

て
い

く
こ

と
が

多
い

。
1
8
:0

0

2
0
:0

0

2
2
:0

0

0
:0

0

2
:0

0

4
:0

0

夕
食

就
寝

仕
事

仕
事

仕
事

仕
事

仕
事

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

礼
拝

外
出

外
出

（
買

物
・
支

援
セ

ン
タ

ー
等

）

ヘ
ル

パ
ー

ヘ
ル

パ
ー

ヘ
ル

パ
ー

ヘ
ル

パ
ー

警
察

巡
回

（
不

定
期

）
・

支
援

セ
ン

タ
ー

（
2

4
時

間
緊

急
時

連
絡

対
応

）

民
生

委
員

・
友

人
（

不
定

期
の

様
子

確
認

）

起
床

起
床

朝
食

朝
食

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食
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別紙１

申請者の現状（基本情報）

１．概要(支援経過・現状と課題等)

２．利用者の状況

　[持家 ・ 借家（アパート） ・ グループ/ケアホーム ・ 入所施設 ・ 医療機関 ・ その他(　　　　)]

障害程度区分 　男　・　女

家族構成　※年齢、職業、主たる介護者等を記入 社会関係図 ※本人と関わりを持つ機関・人物等（役割）

生活歴　※受診歴等含む 医療の状況　※受診科目、頻度、主治医、疾患名、服薬状況等

本人の主訴（意向・希望） 家族の主訴（意向・希望）

３．支援の状況

名称 提供機関・提供者 支援内容 頻度 備考

　特別支援学校高等部卒業後、S授産施設へ入所する。２０年間、入所授産施設での生活後、就職が決まり、グ
ループホームで生活しながら、仕事へ通うこととなった。

　

　

○○○-○○○-○○○○

○○○-○○○-○○○○

今の仕事を続けながら、元気で不安のない生活をしていきたい。 　周りの人の協力もしてもらいながら、二度とだまされないよう安心して暮らせ
るようにしてやりたい。（弟）

性別障害または疾患名

その他の
支援

なし

○○　○○

見守り 友人 様子確認 週1回

　５０歳になる知的障害の男性Mさんは、特別支援学校卒業後、S授産施設へ入所する。２０年間、入所授産施設での生活後、就職が決まり、グループホームで
生活しながら、仕事へ通うこととなった。
　しかし、自分だけの自由な暮らしをしたいと考え、アパートでの一人暮らしを決意する。会社からの紹介もあり、近くのアパートを借りることができ、念願であった
一人ぐらしを実現することができた。しかし、それまで一人暮らしの経験がなく、調理や洗濯等の日常生活面や、金銭管理の管理など、十分できないまま、どこか
らの支援も受けることなく、生活を送っていた。
　やさしく、人のいいMさんであったため、そこに目を付けた詐欺グループの知人に、ローン契約をさせられたり、年金や預金など数百万円をだまし取られたり、脅
されたりして、地域生活を断念せざるを得ない危機的状況が生まれた。そのような中、お金に困っていることに気付いた友人を通じて、当センターの相談へとつな
がり、支援に関わることとなった。

５０歳

20××年4月1日

公的支援
（障害福
祉サービ
ス、介護
保険等）

○○病院（循環器科）　主治医：○○医師
※平成○○年より心疾患により、月1回通院中。

作成日 障害者生活支援センター○○

区分2知的障害（中度判定）

〒000-0000  ○○市○○町○丁目○○番地　○○アパート　○○○号 

住　　所

氏　　名 生年月日 年　　齢

電話番号

FAX番号

計画作成担当者

○○　○○ 昭和○○年○月○日

相談支援事業者名

弟

相談支援
事業所 友人

本人 弟（県外）
※本人の面倒をよく

見てくれている。

弟（県外）

母（県内 施設入所中）

会社

本人
民生委員警察

銀行
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79 

申
請

者
の

現
状

（
基

本
情

報
）
　

【
現

在
の

生
活

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

計
画

作
成

担
当

者

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
○

○

・
仕

事
か

ら
帰

っ
て

か
ら

は
、

あ
ま

り
外

出
し

な
い

。
テ

レ
ビ

を
見

て
い

る
か

、
遊

び
に

来
た

友
人

と
話

を
し

て
い

る
。

1
0
:0

0

4
:0

0

区
分

　
２

1
6
:0

0

2
0
:0

0

1
4
:0

0

1
8
:0

0

2
2
:0

0

・
友

人
が

時
々

遊
び

に
来

て
相

談
に

の
っ

て
く

れ
て

い
る

。

○
○

　
○

○

0
:0

0

2
:0

0

別
紙

２

1
2
:0

0

6
:0

0

8
:0

0

○
○

　
○

○

起
床

夕
食

就
寝

仕
事

仕
事

仕
事

仕
事

仕
事

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

自
宅

自
宅

・
外

出
（

買
物

）

礼
拝

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食
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80 

サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

作
成

日
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
期

間
（
開

始
年

月
）

利
用

者
同

意
署

名
欄

総
合

的
な

援
助

の
方

針

長
期

目
標

短
期

目
標

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等

種
類

・
内

容
・
量

（
頻

度
・
時

間
）

提
供

事
業

者
名

（
担

当
者

名
・
電

話
）

1 2 3 4 5 6

様
式

２
－

１

○
○

　
○

○
区

分
２

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
○

○

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

０
円

○
○

　
○

○

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

2
0

×
×

年
4

月
○

○
日

毎
月

/
３

か
月

間
（

2
0

×
×

年
5

月
～

７
月

）
○

○
　

○
○

　
　

　

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
の

生
活

に
対

す
る

意
向

（
希

望
す

る
生

活
）

（
本

人
）

今
の

仕
事

を
続

け
な

が
ら

、
元

気
で

不
安

の
な

い
生

活
を

し
て

い
き

た
い

。
（

家
族

・
弟

）
周

り
の

人
に

協
力

も
し

て
も

ら
い

な
が

ら
、

二
度

と
だ

ま
さ

れ
な

い
よ

う
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
に

し
て

や
り

た
い

。

不
安

が
な

い
生

活
が

で
き

る
よ

う
、

い
ろ

ん
な

福
祉

の
サ

ー
ビ

ス
や

支
援

し
て

く
れ

る
人

に
協

力
し

て
も

ら
い

な
が

ら
す

す
め

て
い

き
ま

す
。

毎
日

不
安

な
こ

と
を

な
く

し
て

い
け

る
よ

う
に

し
ま

す
。

ま
た

、
生

活
で

苦
手

な
こ

と
は

手
伝

っ
て

も
ら

い
な

が
ら

、
自

分
で

で
き

る
こ

と
を

増
や

し
て

い
け

る
よ

う
に

し
ま

す
。

お
金

を
騙

さ
れ

た
り

、
脅

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

な
く

、
し

っ
か

り
管

理
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

。
ま

た
、

洗
濯

や
掃

除
等

の
家

事
が

自
分

で
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

き
ま

す
。

優
先

順
位

解
決

す
べ

き
課

題
（
本

人
の

ニ
ー

ズ
）

支
援

目
標

達
成

時
期

課
題

解
決

の
た

め
の

本
人

の
役

割
評

価
時

期
そ

の
他

留
意

事
項

自
分

の
お

金
は

自
分

で
管

理
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

。
お

金
を

守
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
成

年
後

見
制

度
の

手
続

き
を

進
め

る
。

2
0

×
×

年
７

月

・
成

年
後

見
制

度
の

申
請

手
続

を
行

い
ま

す
。

（
※

司
法

書
士

に
お

金
の

管
理

を
し

て
も

ら
い

ま
す

。
）

・
弟

（
申

請
手

続
き

）
・

○
○

司
法

書
士

事
務

所 （
名

前
：

○
○

○
○

）

・
手

続
き

な
ど

の
話

し
合

い
の

時
に

一
緒

に
話

し
を

聞
い

て
い

て
く

だ
さ

い
。

・
自

分
の

意
思

を
言

っ
て

く
だ

さ
い

。

2
0

×
×

年
５

月

お
金

を
計

画
的

に
使

え
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

何
に

ど
の

く
ら

い
使

っ
て

い
る

か
わ

か
る

よ
う

に
す

る
。

2
0

×
×

年
７

月

・
金

銭
管

理
ノ

ー
ト

を
つ

く
り

、
書

き
方

を
教

え
ま

す
。

・
障

害
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

○
○

（
担

当
：

○
○

○
○

）

・
レ

シ
ー

ト
を

あ
つ

め
ま

す
。

・
毎

日
金

銭
管

理
ノ

ー
ト

に
い

く
ら

使
っ

た
か

書
き

ま
す

。
2

0
×

×
年

５
月

毎
日

、
不

安
が

な
い

生
活

を
し

た
い

。
悪

い
人

が
家

に
こ

れ
な

い
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

緊
急

時
に

す
ぐ

に
連

絡
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

2
0

×
×

年
７

月

・
地

域
定

着
支

援
を

申
請

し
ま

す
。

（
2

4
時

間
の

緊
急

時
支

援
）

・
警

察
と

協
力

し
、

夜
間

の
巡

回
を

た
の

み
ま

す
。

・
電

話
を

取
り

つ
け

、
緊

急
時

に
連

絡
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

。
・

緊
急

連
絡

網
の

作
成

を
し

ま
す

。

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
○

○
（

担
当

：
○

○
○

○
）

・
○

○
警

察
署

・
民

生
委

員
（

名
前

：
○

○
○

○
）

・
友

人

・
電

話
機

に
使

い
方

を
覚

え
て

く
だ

さ
い

。
・

緊
急

時
に

ど
こ

に
連

絡
す

る
か

、
緊

急
時

の
連

絡
先

を
覚

え
て

く
だ

さ
い

。

薬
を

き
ち

ん
と

忘
れ

ず
に

飲
め

る
よ

う
に

し
た

い
。

薬
の

飲
み

忘
れ

が
な

い
よ

う
に

す
る

。

2
0

×
×

年
７

月

・
ヘ

ル
パ

ー
を

頼
み

ま
す

。
　

居
宅

介
護

：
家

事
援

助
  
（

１
時

間
/
週

4
回

）
※

薬
の

飲
み

忘
れ

を
確

認
し

て
も

ら
う

。

・
○

○
事

業
所

（
担

当
：

○
○

○
○

）
・

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
○

○
（

担
当

：
○

○
○

○
）

・
毎

日
、

飲
み

忘
れ

が
な

い
よ

う
に

自
分

で
も

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

2
0

×
×

年
５

月

※
怪

し
い

人
が

来
て

い
な

い
か

、
友

人
や

民
生

委
員

に
時

々
様

子
を

見
て

も
ら

う
。

2
0

×
×

年
５

月

※
ヘ

ル
パ

ー
に

も
不

審
な

こ
と

は
な

い
か

訪
問

時
に

確
認

を
し

て
も

ら
う

。
※

ヘ
ル

パ
ー

派
遣

は
共

通 （
１

時
間

/
週

４
回

）

2
0

×
×

年
５

月

2
0

×
×

年
５

月

・
○

○
事

業
所

（
担

当
：

○
○

○
○

）
・

ヘ
ル

パ
ー

に
教

え
て

も
ら

い
な

が
ら

掃
除

の
や

り
方

を
覚

え
て

い
き

ま
し

ょ
う

。

2
0

×
×

年
1

0
月

・
ヘ

ル
パ

ー
を

頼
み

ま
す

。
　

居
宅

介
護

：
家

事
援

助
　

（
１

時
間

/
週

4
回

）
※

ご
は

ん
の

炊
き

方
や

料
理

の
仕

方
を

教
え

て
も

ら
う

。

・
○

○
事

業
所

（
担

当
：

○
○

○
○

）
・

ヘ
ル

パ
ー

と
一

緒
に

調
理

し
な

が
ら

、
覚

え
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
ご

は
ん

や
簡

単
な

料
理

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
た

い
。

ご
は

ん
の

炊
き

方
や

簡
単

な
調

理
は

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

部
屋

の
掃

除
が

き
ち

ん
と

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

。
部

屋
を

き
れ

い
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

教
え

て
も

ら
い

な
が

ら
掃

除
の

や
り

方
を

覚
て

い
く

。
2

0
×

×
年

1
0

月

・
ヘ

ル
パ

ー
を

頼
み

ま
す

。
　

居
宅

介
護

：
家

事
援

助
　

（
１

時
間

/
週

4
回

）
※

掃
除

の
仕

方
を

教
え

て
も

ら
う

。
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81 

サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
【
週

間
計

画
表

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

開
始

年
月

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

2

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
よ

っ
て

実
現

す
る

生
活

の
全

体
像

様
式

２
－

２

○
○

　
○

○
区

分
２

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
○

○

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

０
円

○
○

　
○

○

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

2
0

×
×

年
4

月

・
仕

事
か

ら
帰

っ
て

か
ら

は
、

あ
ま

り
外

出
し

な
い

。
テ

レ
ビ

を
見

て
い

る
か

、
遊

び
に

来
た

友
人

と
話

を
し

て
い

る
。

・
休

日
は

、
買

い
物

に
行

っ
た

り
、

支
援

セ
ン

タ
ー

に
遊

び
に

い
く

。
・

日
曜

日
は

教
会

に
行

く
。

6
:0

0

8
:0

0

1
0
:0

0

1
2
:0

0

1
4
:0

0

1
6
:0

0

・
知

人
に

騙
さ

れ
た

り
、

脅
さ

れ
た

り
し

て
不

安
な

生
活

を
送

っ
て

い
た

の
で

、
早

期
に

不
安

が
解

消
で

き
る

よ
う

に
関

係
機

関
と

も
連

携
し

て
解

決
へ

向
け

て
行

く
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
、

適
切

な
日

常
生

活
面

で
の

支
援

を
受

け
て

こ
な

か
っ

た
た

め
、

生
活

環
境

面
で

の
乱

れ
が

あ
っ

た
。

し
か

し
、

本
人

は
、

素
直

な
性

格
で

、
生

活
意

欲
も

あ
り

、
居

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

入
れ

、
教

え
て

行
く

事
で

身
の

回
り

の
こ

と
も

自
立

へ
と

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

が
可

能
と

感
じ

ら
れ

る
。

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
あ

た
っ

て
は

、
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

で
き

る
よ

う
な

支
援

に
心

が
け

て
い

く
。

・
民

生
委

員
や

友
人

の
協

力
に

よ
る

見
守

り
支

援
及

び
警

察
の

夜
間

等
の

巡
回

・
休

日
は

、
好

き
な

買
物

や
、

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
出

か
け

て
い

く
こ

と
が

多
い

。
1
8
:0

0

2
0
:0

0

2
2
:0

0

0
:0

0

2
:0

0

4
:0

0

夕
食

就
寝

仕
事

仕
事

仕
事

仕
事

仕
事

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

礼
拝

外
出

外
出

（
買

物
・
支

援
セ

ン
タ

ー
等

）

ヘ
ル

パ
ー

ヘ
ル

パ
ー

ヘ
ル

パ
ー

ヘ
ル

パ
ー

警
察

巡
回

（
不

定
期

）
・

支
援

セ
ン

タ
ー

（
2

4
時

間
緊

急
時

連
絡

対
応

）

民
生

委
員

・
友

人
（

不
定

期
の

様
子

確
認

）

起
床

起
床

朝
食

朝
食

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食
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82 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
(継

続
サ

ー
ビ

ス
利

用
支

援
）

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

作
成

日
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
日

利
用

者
同

意
署

名
欄

総
合

的
な

援
助

の
方

針
全

体
の

状
況

計
画

変
更

の
必

要
性

サ
ー

ビ
ス

種
類

の
変

更

サ
ー

ビ
ス

量
の

変
更

週
間

計
画

の

変
更

1
有

・
無

有
・
無

有
・
無

2
有

・
無

有
・
無

有
・
無

3
有

・
無

有
・
無

有
・
無

4
有

・
無

有
・
無

有
・
無

5
有

・
無

有
・
無

有
・
無

6
有

・
無

有
・
無

有
・
無

様
式

３
－

１

○
○

　
○

○
区

分
２

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
○

○

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

０
円

○
○

　
○

○

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

2
0

×
×

年
７

月
3

1
日

2
0

×
×

年
７

月
1

5
日

○
○

　
○

○
　

　
　

不
安

が
な

い
生

活
が

で
き

る
よ

う
、

い
ろ

ん
な

福
祉

の
サ

ー
ビ

ス
や

支
援

し
て

く
れ

る
人

に
協

力
し

て
も

ら
い

な
が

ら
す

す
め

て
い

き
ま

す
。

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

が
実

施
さ

れ
る

よ
う

に
な

り
、

住
ま

い
の

状
況

や
毎

日
の

食
事

な
ど

生
活

面
で

の
課

題
は

大
き

く
改

善
を

さ
れ

ま
し

た
。

し
か

し
、

依
然

と
し

て
金

銭
面

で
の

管
理

の
こ

と
や

、
「

悪
い

人
が

く
る

」
と

強
い

不
安

に
思

っ
て

い
る

の
で

、
安

心
で

き
る

よ
う

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

優
先

順
位

支
援

目
標

達
成

時
期

サ
ー

ビ
ス

提
供

状
況

（
事

業
者

か
ら

の
聞

き
取

り
）

本
人

の
感

想
・

満
足

度
支

援
目

標
の

達
成

度
（
ニ

ー
ズ

の
充

足
度

）
今

後
の

課
題

・
解

決
方

法
そ

の
他

留
意

事
項

お
金

を
守

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

成
年

後
見

制
度

の
手

続
き

を
進

め
る

。

2
0

×
×

年
７

月
成

年
後

見
制

度
に

必
要

な
書

類
を

、
弟

さ
ん

が
そ

ろ
え

て
く

れ
て

い
ま

す
。

書
類

が
で

き
し

だ
い

、
裁

判
所

に
申

し
立

て
に

い
き

ま
す

。

お
金

を
守

っ
て

く
れ

る
制

度
な

の
で

、
利

用
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

弟
や

司
法

書
士

の
○

○
さ

ん
に

お
ね

が
い

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

本
人

、
弟

さ
ん

や
司

法
書

士
○

○
さ

ん
と

個
別

支
援

会
議

を
ひ

ら
き

、
制

度
の

内
容

の
説

明
や

手
続

き
の

仕
方

に
つ

い
て

話
し

合
い

を
し

同
意

を
も

ら
い

ま
し

た
。

書
類

が
そ

ろ
い

し
だ

い
、

家
庭

裁
判

所
に

申
し

立
て

を
す

る
。

早
く

手
続

き
が

進
む

よ
う

に
す

る
。

司
法

書
士

○
○

さ
ん

に
保

佐
人

を
お

願
い

す
る

。

不
安

を
少

な
く

で
き

る
よ

う
、

ﾍ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
ｰ
や

、
友

人
、

民
生

委
員

に
協

力
し

て
も

ら
い

様
子

確
認

と
、

警
察

に
も

報
告

し
、

巡
回

強
化

を
お

願
い

す
る

。

お
金

を
計

画
的

に
使

え
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

何
に

ど
の

く
ら

い
使

っ
て

い
る

か
わ

か
る

よ
う

に
す

る
。

2
0

×
×

年
７

月
レ

シ
ー

ト
を

集
め

て
、

小
遣

い
ノ

ー
ト

に
金

額
の

み
を

書
い

て
、

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
確

認
に

持
っ

て
き

て
く

れ
て

い
る

。

小
遣

い
ノ

ー
ト

の
書

き
方

を
覚

え
て

、
自

分
で

小
遣

い
く

ら
い

の
お

金
の

管
理

は
で

き
る

よ
う

な
り

た
い

。

レ
シ

ー
ト

を
集

め
て

、
小

遣
い

ノ
ー

ト
に

書
く

こ
と

は
で

き
て

い
る

。
し

か
し

、
小

遣
い

ノ
ー

ト
を

計
算

す
る

と
○

万
円

の
不

明
金

が
あ

っ
た

。

友
人

に
勧

め
ら

れ
、

高
い

腕
時

計
を

購
入

し
た

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

す
す

め
ら

れ
て

も
買

わ
な

い
。

高
い

買
物

は
相

談
し

て
買

う
こ

と
を

理
解

し
て

も
ら

う
。

飲
み

忘
れ

な
い

よ
う

に
入

れ
物

を
工

夫
し

て
い

る
が

、
時

々
忘

れ
る

た
め

、
ヘ

ル
パ

ー
が

声
か

け
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

毎
日

飲
み

忘
れ

が
な

い
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。
薬

の
入

れ
物

を
工

夫
す

る
こ

と
で

、
忘

れ
る

こ
と

は
少

な
く

な
っ

て
い

る
。

ヘ
ル

パ
ー

が
訪

問
時

に
確

認
を

継
続

し
て

い
く

。

悪
い

人
が

家
に

こ
れ

な
い

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
緊

急
時

に
す

ぐ
に

連
絡

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

2
0

×
×

年
７

月
時

々
、

不
審

者
が

家
を

訪
ね

て
き

て
い

る
よ

う
で

あ
る

。
ポ

ス
ト

に
手

紙
が

あ
り

、
お

金
を

要
求

し
た

り
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
よ

う
で

あ
る

。

毎
日

、
悪

い
人

が
来

な
い

か
不

安
。

電
話

を
買

っ
て

、
緊

急
時

に
備

え
て

い
る

。
し

か
し

、
依

然
不

審
者

が
来

て
い

る
よ

う
で

あ
る

。

ご
は

ん
の

炊
き

方
や

簡
単

な
調

理
は

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

2
0

×
×

年
1

0
月

ご
は

ん
の

炊
き

方
は

覚
え

て
、

自
分

で
炊

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

少
し

づ
つ

で
き

る
こ

と
覚

え
て

い
き

た
い

。
ご

は
ん

は
一

人
で

炊
け

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

お
か

ず
も

ヘ
ル

パ
ー

と
一

緒
に

作
る

手
伝

い
を

し
な

が
ら

、
少

し
づ

つ
覚

え
て

い
く

。

　
　

 居
宅

介
護

（
家

事
援

助
）

　
　

 　
１

時
間

×
週

４
回

　
　

　
　

　
　

↓
　

　
　

 １
時

間
×

週
６

回

薬
の

飲
み

忘
れ

が
な

い
よ

う
に

す
る

。
2

0
×

×
年

７
月

部
屋

を
き

れ
い

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
教

え
て

も
ら

い
な

が
ら

掃
除

の
や

り
方

を
覚

て
い

く
。

2
0

×
×

年
1

0
月

山
の

よ
う

に
な

っ
て

い
た

部
屋

の
ゴ

ミ
も

、
き

れ
い

に
片

付
い

て
整

理
が

さ
れ

て
い

る
。

部
屋

が
き

れ
い

に
な

っ
て

気
持

ち
が

い
い

。
自

分
で

も
掃

除
機

で
掃

除
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

部
屋

が
ち

ら
か

ら
な

い
よ

う
な

や
り

方
の

工
夫

を
ヘ

ル
パ

ー
と

考
え

る
。
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継
続

サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
【
週

間
計

画
表

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

開
始

年
月

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

2

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
よ

っ
て

実
現

す
る

生
活

の
全

体
像

様
式

３
－

２

○
○

　
○

○
区

分
２

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
○

○

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

０
円

○
○

　
○

○

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

2
0

×
×

年
4

月

・
仕

事
か

ら
帰

っ
て

か
ら

は
、

あ
ま

り
外

出
し

な
い

。
テ

レ
ビ

を
見

て
い

る
か

、
遊

び
に

来
た

友
人

と
話

を
し

て
い

る
。

・
休

日
は

、
買

い
物

に
行

っ
た

り
、

支
援

セ
ン

タ
ー

に
遊

び
に

い
く

。
・

日
曜

日
は

教
会

に
行

く
。

6
:0

0

8
:0

0

1
0
:0

0

1
2
:0

0

1
4
:0

0

1
6
:0

0

・
依

然
と

し
て

、
知

人
に

脅
さ

れ
た

り
し

て
不

安
な

生
活

を
送

っ
て

い
る

の
で

、
不

安
が

解
消

で
き

る
よ

う
に

関
係

機
関

と
も

連
携

し
て

見
守

り
支

援
を

強
化

し
て

解
決

へ
向

け
て

行
く

。
ま

た
、

サ
ー

ビ
ス

導
入

に
よ

り
日

常
生

活
環

境
面

で
の

改
善

や
家

事
等

の
身

の
回

り
の

こ
と

も
少

し
ず

つ
自

立
へ

と
つ

な
が

っ
て

き
て

い
る

。
継

続
し

て
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

で
き

る
よ

う
な

支
援

に
心

が
け

て
い

く
。

・
民

生
委

員
や

友
人

の
協

力
に

よ
る

見
守

り
支

援
及

び
警

察
の

夜
間

等
の

巡
回

・
休

日
は

、
好

き
な

買
物

や
、

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
出

か
け

て
い

く
こ

と
が

多
い

。
1
8
:0

0

2
0
:0

0

2
2
:0

0

0
:0

0

2
:0

0

4
:0

0

夕
食

就
寝

仕
事

仕
事

仕
事

仕
事

仕
事

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

夕
食

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

就
寝

礼
拝

外
出

外
出

（
支

援
セ

ン
タ

ー
等

）

ヘ
ル

パ
ー

ヘ
ル

パ
ー

ヘ
ル

パ
ー

ヘ
ル

パ
ー

ヘ
ル
パ
ー

ヘ
ル

パ
ー

友
人

（
様

子
確

認
）

警
察

巡
回

（
不

定
期

の
巡

回
強

化
）

・
支

援
セ

ン
タ

ー
（

2
4

時
間

緊
急

時
連

絡
対

応
）

民
生

委
員

・
友

人
（

不
定

期
の

様
子

確
認

）

起
床

起
床

起
床

起
床

起
床

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

朝
食

起
床

起
床

朝
食

朝
食
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VI．長期入院から地域での生活へ移行し、楽しみを見いだした生活をしている事例

【改訂】 

１．事例の概要

２．利用者の状況

テレビドラマの主人公のような、強くて優しい女性になって地域での生活を楽しみたい

入院前は相談支援事業所がある市に居住しており、市外の病院に入院していた。現在は本市で地域定
着支援を利用し、単身生活をしている。

統合失調症　　薬物性パーキンソニズム

高校を卒業後就職し、数年間働く。（就労中に発症したと思われる）その後単身生活を開始するが病
状が悪化し入院。入院中に家族とも疎遠になり、入院が長期化してしまう。地域移行支援から地域定
着支援を利用し、地域で単身生活を行っている。

障害の状況

主な生活歴

　インテーク（初回面接）では、本人の希望と地域での暮らしへの可能性を中心に進めることで支援の目標と見立てを共有。
本人の興味のあるテレビドラマや趣味、好きなこと、等を意識してアセスメントすることで具体的な生活イメージを共有して
いった。（このとき話をしてくれたテレビドラマの主人公の生活が支援目標となっていく）
　地域移行へ向けた支援の開始に伴い、市へ個別給付の申請を行う（地域移行支援）。市担当者から制度の説明を受け、申請
書類を作成し提出。給付決定が行われ個別給付での地域移行支援を開始。
　生活のイメージをより具体化していくために、病院が所有するアパートでの体験宿泊を開始する。体験宿泊の前に本人とリ
スクマネージメントを丁寧に行い、不安や緊急時に備え宿泊数を増やしていく。体験宿泊後には必ずモニタリングと病院に
戻ってからの変化を通して、地域移行計画の修正を繰り返した。
　病院内ではケースワーカーを中心に退院へ向けたカンファレンス（主治医や家族の同意）、地域では関係機関（本人、生活
保護担当、受け入れ事業所、病院ケースワーカー、等）とサービス等調整会議を開催。地域の支援者を増やしながら医療と地
域が連携をとりながら役割分担を明確にしていった。退院へ向けてのケア会議では、看護士や障害福祉課も参加し、本人の生
活を支援する体制が構築された。退院へ向けて具体的なアパート探し、生活用品の準備、各種申請の同行といった支援を行
い、引越には病院の看護士、生活保護担当、障害福祉課も加わり、家具の設置や契約、日用品の整備を行う中で本人の安心へ
と繋がっていった。
　退院してからは地域定着支援の給付決定にもとづき、計画を作成。退院がゴールではなくスタートとなるような地域移行計
画を作成していたので、本人と修正を行い地域定着支援計画とする。退院後1ヶ月は集中的な直接サービスを行いながらイン
フォーマルサービスへとつなげていった（買い物や諸手続に同行することにより商店街や銀行、お弁当やさんといった社会資
源が拡がっていく）。同時にフォーマルなサービス（居宅支援事業）との引き継ぎを行うことで、支援者も拡大し、相談支援
事業所の役割が緊急対応や突発的な通院時といった対応に限定されることを目指している。
　定期的に自宅へ訪問し、状況を確認しながら関係者を招集しサービス等調整会議を開催。本人の望む暮らしの形（編み物や
パッチワークに取り組みたい、等）が変わってきていることに留意し、地域での生活を安心して過ごすことから、より本人の
望みに沿った生活が出来るような支援になってきている。

3.相談に至る経緯（背景といきさつ）

4.具体的支援内容・経過

特記事項

病院のケースワーカーより、10年以上入院している女性が退院を望んでいるとの相談が市障害福祉課に入る。市から相談支援
事業所へ連絡があり、地域移行へ向けた支援を開始する。地域で暮らしている友人の話を聞き（地域移行事業のピアサポー
ターによる訪問活動）自分も地域で暮らせるかもしれないと思ってくれたとのこと。病院のケースワーカーと本人が相談支援
事業所に来所しインテーク（初回面接）を行う。本人の退院への希望と不安を受け止め、地域移行支援の説明と地域での暮ら
しの可能性を提示。本人の意思確認を行い、地域移行支援の利用を開始した。地域での単身生活を地域定着支援を利用しなが
ら継続している。

入院中に障害基礎年金、生活保護受給。

健康状況

家族状況

利用者の主訴

経済状況

精神科病院に10年以上入院をしていたが、地域で暮らす友人の姿を見て（地域移行事業のピアサポーターによる病院訪問活
動）自分も地域で暮らしたいと望むようになり、体験利用を通して地域での生活が具体化していき単身生活を開始した。日々
の生活の中で本人の望む生活が明確になっていき、フォーマル、インフォーマルなサービスを活用しながら本人の望む生活に
近づいていっている。

良好。（パーキンソニズムによる手の震えや、歩行がおぼつかない）

市内に姉夫婦が在住。本人との連絡はほとんど無く、本人に対しても姉夫婦を頼らないで欲しいと伝
えている

年齢・性別 62歳　　女性
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サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
案

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

案
作

成
日

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

期
間

（
開

始
年

月
）

利
用

者
同

意
署

名
欄

総
合

的
な

援
助

の
方

針

長
期

目
標

短
期

目
標

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等

種
類

・
内

容
・
量

（
頻

度
・
時

間
）

1 2 3 4 5 6

好
き

な
も

の
や

食
べ

た
い

も
の

を
買

い
に

行
く

近
隣

の
商

店
へ

買
い

物
へ

行
く

預
貯

金
の

引
き

出
し

を
行

う
。

健
康

で
い

た
い

定
期

通
院

と
貧

血
の

予
防

を
す

る
た

め
定

期
的

に
通

院
す

る
。

2
0

×
×

年
1

0
月

移
動

サ
ー

ビ
ス

で
通

院
(月

１
回

）
食

事
や

日
々

の
健

康
を

本
人

と
関

係
機

関
で

共
有

具
合

の
悪

い
と

き
に

は
医

師
に

話
す

。
通

院
の

迎
え

が
来

る
ま

で
に

準
備

を
す

る
。

2
0

×
×

年
７

月

2
0

×
×

年
７

月
買

い
物

や
銀

行
へ

の
同

行
を

通
し

て
、

地
域

の
支

援
者

を
増

や
し

て
い

く
一

人
で

買
い

物
や

銀
行

へ
行

く
2

0
×

×
年

７
月

浴
室

の
手

す
り

の
設

置
に

つ
い

て
検

討

安
心

し
た

地
域

で
の

生
活

体
制

を
整

え
る

こ
と

で
、

緊
急

事
態

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

2
0

×
×

年
1

0
月

安
心

し
た

地
域

で
の

生
活

地
域

の
ル

ー
ル

に
従

っ
た

ゴ
ミ

の
出

し
方

を
覚

え
る

。

2
0

×
×

年
７

月
ふ

れ
あ

い
収

集
（

玄
関

の
中

ま
で

収
集

に
来

て
く

れ
安

否
確

認
を

し
て

く
れ

る
公

的
サ

ー
ビ

ス
）

の
利

用
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
で

の
訪

問
時

、
ゴ

ミ
の

分
別

燃
え

る
ゴ

ミ
と

燃
え

な
い

ゴ
ミ

を
別

の
袋

に
分

け
て

お
く

。

安
心

し
た

地
域

で
の

生
活

食
事

や
入

浴
を

安
心

し
て

、
き

ち
ん

と
行

え
る

よ
う

に
な

る
。

2
0

×
×

年
4

月
居

宅
介

護
（

週
2

回
）

家
事

援
助

（
食

事
）

１
時

間
半

と
家

事
援

助
（

食
事

）
＋

身
体

介
護

（
入

浴
）

２
時

間
精

神
科

外
来

で
Ｏ

Ｔ
に

入
浴

方
法

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
る

ヘ
ル

パ
ー

が
来

る
ま

で
に

買
い

物
リ

ス
ト

を
作

っ
て

お
く

2
0

×
×

年
５

月

2
0

×
×

年
4

月
地

域
定

着
支

援
【

継
続

】
緊

急
事

態
に

は
電

話
を

す
る

2
0

×
×

年
５

月

本
人

の
希

望
す

る
生

活
の

実
現

と
安

心
し

た
地

域
で

の
生

活
を

構
築

す
る

。

安
定

し
て

生
き

が
い

の
あ

る
生

活
を

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

家
事

な
ど

身
の

回
り

の
生

活
を

、
事

業
者

の
手

を
借

り
て

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

そ
の

他
留

意
事

項
優

先
順

位
解

決
す

べ
き

課
題

（
本

人
の

ニ
ー

ズ
）

支
援

目
標

達
成

時
期

課
題

解
決

の
た

め
の

本
人

の
役

割
評

価
時

期

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

2
0

×
×

年
4

月
1

5
日

毎
月

：
３

か
月

間
（

2
0

×
×

年
５

月
～

７
月

）
　

　
○

○
　

○
美

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
の

生
活

に
対

す
る

意
向

（
希

望
す

る
生

活
）

テ
レ

ビ
ド

ラ
マ

の
主

人
公

の
よ

う
な

強
く

て
明

る
い

生
活

が
し

た
い

。

様
式

１
－

１

　
○

○
　

　
○

美
区

分
　

３
　

　
○

○
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

　
　

○
○

　
○

○
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サ
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等
利

用
計

画
案

【
週

間
計

画
表

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

開
始

年
月

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
よ

っ
て

実
現

す
る

生
活

の
全

体
像1

2
:0

0

1
4
:0

0

1
6
:0

0

�

6
:0

0

1
0
:0

0

・
本

人
の

描
い

て
い

る
「

テ
レ

ビ
ド

ラ
マ

の
主

人
公

の
よ

う
な

強
く

て
明

る
い

生
活

」
を

そ
の

ま
ま

支
援

目
標

と
し

た
こ

と
で

、
本

人
の

生
活

意
欲

や
、

本
人

の
望

む
生

活
の

具
体

的
内

容
を

共
有

し
て

い
く

。
・

公
的

な
サ

ー
ビ

ス
に

つ
な

げ
る

た
め

に
は

本
人

が
安

心
し

て
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

ら
れ

る
環

境
が

必
要

で
あ

り
、

そ
の

た
め

に
は

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

が
繋

ぎ
の

役
割

を
担

う
必

要
が

あ
る

。
・

本
人

と
商

店
や

銀
行

を
つ

な
ぐ

た
め

、
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

同
行

支
援

を
実

施
。

・
サ

ー
ビ

ス
導

入
直

後
で

あ
る

こ
と

と
、

地
域

で
の

生
活

を
始

め
た

ば
か

り
な

の
で

、
定

期
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

必
要

。
・

長
期

に
よ

る
病

院
で

の
生

活
か

ら
地

域
で

の
生

活
に

不
安

を
抱

え
て

い
る

が
、

支
援

者
や

地
域

と
繋

が
る

こ
と

に
よ

り
安

心
が

増
大

し
て

い
く

。
・

地
域

で
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
な

が
ら

の
生

活
を

持
続

す
る

こ
と

に
よ

り
自

信
が

身
に

付
き

、
新

た
な

目
標

や
自

分
ら

し
い

生
活

の
実

現
に

近
づ

く
。

2
0
:0

0

2
2
:0

0

0
:0

0

2
:0

0

4
:0

0

・
地

域
定

着
支

援
：

定
期

的
な

訪
問

及
び

緊
急

事
態

へ
の

対
応

。
・

定
期

的
な

通
院

に
関

し
て

は
居

宅
介

護
事

業
所

の
通

院
同

行
（

月
1

回
）

を
利

用
。

突
発

的
な

通
院

や
支

給
範

囲
外

の
通

院
は

、
相

談
支

援
事

業
所

が
居

宅
介

護
事

業
所

を
調

整
す

る
が

不
可

能
な

場
合

は
自

ら
対

応
。

・
通

院
し

て
い

る
精

神
科

病
院

で
作

業
療

法
士

に
入

浴
方

法
に

つ
い

て
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
る

。
（

相
談

支
援

事
業

所
が

同
行

）
→

手
す

り
の

設
置

を
検

討
す

る
。

1
8
:0

0

・
自

宅
で

は
特

に
何

を
す

る
の

で
は

な
く

、
テ

レ
ビ

を
付

け
っ

ぱ
な

し
に

し
て

一
人

で
過

ご
す

こ
と

が
多

い
。

・
買

い
物

は
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

依
頼

し
て

い
る

が
、

必
要

に
応

じ
て

一
人

で
買

い
物

に
行

く
。

・
緊

急
時

や
突

発
的

な
通

院
に

関
し

て
は

相
談

支
援

事
業

所
に

連
絡

を
入

れ
る

。
・

大
好

き
な

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
を

朝
と

昼
の

2
回

見
る

こ
と

が
楽

し
み

。
・

衣
替

え
や

寝
具

の
調

整
な

ど
は

相
談

支
援

事
業

所
の

定
期

訪
問

時
に

調
整

す
る

。
・

入
浴

は
一

人
で

は
不

安
な

た
め

行
え

な
い

。
自

分
で

身
体

を
拭

い
た

り
、

ド
ラ

イ
シ

ャ
ン

プ
ー

を
し

て
い

る
。

様
式

第
１

－
２

○
○

　
○

美
区

分
3

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

○
○

　
○

○

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

8
:0

0

2
0

1
1

年
5

月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

起
　

床
起

　
床

起
　

床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

朝
　

食

ヘ
ル

パ
ー

（
家

事
）

ヘ
ル

パ
ー

（
入

浴
・

家
事

）

ふ
れ

あ
い

収
集

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

昼
　

食
Ｔ

Ｖ
ド

ラ
マ

・
昼

食

起
　

床
起

　
床

起
　

床
起

　
床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

夕
　

食

就
　

寝

夕
　

食

就
　

寝

夕
　

食

就
　

寝

夕
　

食

就
　

寝

夕
　

食

就
　

寝

夕
　

食

就
　

寝

夕
　

食

就
　

寝

外
出

（
買

い
物

）

外
出

（
買

い
物

）

外
出

（
買

い
物

）

外
出

同
行

（
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
）
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別紙１

申請者の現状（基本情報）

１．概要(支援経過・現状と課題等)

２．利用者の状況

家族構成　※年齢、職業、主たる介護者等を記入 社会関係図 ※本人と関わりを持つ機関・人物等（役割）

生活歴　※受診歴等含む 医療の状況　※受診科目、頻度、主治医、疾患名、服薬状況等

本人の主訴（意向・希望） 家族の主訴（意向・希望）

３．支援の状況

名称 提供機関・提供者 支援内容 頻度 備考

62歳

　[持家 ・ 借家 ・ グループ/ケアホーム ・ 入所施設 ・ 医療機関 ・ その他(　　　　)]

○○○-○○○-○○○○

年　　齢

電話番号

FAX番号

○○　○美

その他の
支援

随時

○年○月○日

相談支援事業者名

氏　　名 生年月日

高校卒業後就職。20代で単身生活を始める（この頃、会社や近隣との人間関係が起因して統合失調症を
発症していたと思われる）.
40代で病状が悪化し、42歳で入院（初診）。その後入院生活が続く。
55歳で退院し、単身生活

20××年　4月　1日

　男　・　女障害程度区分

○○相談支援センター
（商店街、銀行、近隣住民）

日常的な買い物や家事全般の支援
を行う。商店や銀行への同行の際
には本人と店員や職員とのつなぎ
を意識して支援を行う。

週2日～3日 手の震え等あり、家事
等に支援が必要

精神科･･･月1回（統合失調症、薬物性パーキンソニ
ズム）
内科･･･貧血
外科･･･座骨神経痛

性別

本人が生活上で困ったことがあっ
たときや不安になったときに電話
連絡を受け、必要があれば訪問し
て支援。

障害または疾患名 区分３

〒***-***　○○市○○町**-**

住　　所

○○相談支援センター

・調理等家事全般
・買い物支援

　○○相談支援センター 　○○　　○○

　○○年○○月○○日　病院のケースワーカーから市障害福祉担当を通して、10年以上入院している女性が退院を望んでいると当センターに連絡があった。
病院の働きかけにより退院に向けて動く気になったので、手伝いをしてほしいと市に話して、地域移行支援の申請に至ったもの。病院のケースワーカーと本
人が相談支援事業所に来所しインテーク（初回面接）を行い、地域移行のためのサービス等利用計画を本人と作成し、体験宿泊等を繰り返しながら、病院の
ケースワーカー、市障害福祉担当、市生活保護担当、体験宿泊事業所等とサービス等調整会議を重ね退院した。（○○年○○月○○日）
　退院後の単身生活において本人の望む地域での生活を継続していくため、緊急時の対応やインフォーマルサービスとのつなぎを中心に、地域定着のための
サービス等利用計画を作成し、地域定着支援を実施し、現在に至る。現在は買い物や調理などの支援も含めて当センターで生活支援を実施している。
　今後の課題としては、本人の体力低下により入浴等の日常生活に支障が出てきている。

テレビドラマの主人公のように強く明るく生活していきたい。
編み物やパッチワークをやってみたい。
お風呂に一人で入っているときに転びそうになって怖いことがある。

姉：本人とは極力関わりを持ちたくない。必要最低限以外は連絡しないでほ
しい。

公的支援
（障害福
祉サービ
ス、介護
保険等）

・地域定着支援
（緊急時対応、見守り支援）

作成日 計画作成担当者

姉（67歳） 本人

相談支援センター

病院ケースワーカー

医療（内科･
外科・歯科）

市（障害福祉課）

市（生活福祉課）

大家さん

商店街（クリーニング屋・弁当屋・床屋・
スーパー・銀行・等）
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申
請

者
の

現
状

（基
本

情
報

）　
【現

在
の

生
活

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

計
画

作
成

担
当

者

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

別
紙

２

1
2
:0

0

6
:0

0

8
:0

0

1
0
:0

0

○
○

　
○

美
区

分
３

　
○

○
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー

　
○

○
　

　
○

○

・
買

い
物

等
、

日
常

生
活

全
般

に
関

す
る

支
援

は
相

談
支

援
事

業
所

が
同

行
訪

問
。

・
緊

急
時

や
突

発
的

な
通

院
に

関
し

て
は

相
談

支
援

事
業

所
に

連
絡

が
入

る
。

・
大

好
き

な
Ｔ

Ｖ
ド

ラ
マ

を
朝

と
昼

の
2

回
見

る
こ

と
が

楽
し

み
。

・
入

院
生

活
が

長
か

っ
た

た
め

、
起

床
・

食
事

・
就

寝
な

ど
の

時
間

は
一

定
し

て
い

る
。

・
外

に
出

る
の

が
怖

い
の

で
、

あ
ま

り
外

出
は

し
な

い
。

通
院

同
行

（
月

1
回

）
を

相
談

支
援

事
業

所
が

担
っ

て
い

る
。

2
:0

0

4
:0

0

1
4
:0

0

1
6
:0

0

1
8
:0

0

2
0
:0

0

2
2
:0

0

0
:0

0

起
床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

夕
食

就
寝

買
い

物
・

調
理

等

買
い

物
・

調
理

・
入

浴
等

買
い

物
・

調
理

等

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

昼
食

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

起
床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

起
床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

起
床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

起
床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

起
床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

起
床

朝
食

自
宅

（
テ

レ
ビ

等
）

自
宅

（
テ

レ
ビ

等
）

自
宅

（
テ

レ
ビ

等
）

自
宅

（
テ

レ
ビ

等
）

自
宅

（
テ

レ
ビ

等
）

自
宅

（
テ

レ
ビ

等
）

自
宅

（
テ

レ
ビ

等
）

自
宅

（
テ

レ
ビ

等
）

自
宅

（
テ

レ
ビ

等
）

自
宅

（
テ

レ
ビ

等
）

自
宅

（
テ

レ
ビ

等
）
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サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

作
成

日
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
期

間
（
開

始
年

月
）

利
用

者
同

意
署

名
欄

総
合

的
な

援
助

の
方

針

長
期

目
標

短
期

目
標

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等

種
類

・
内

容
・
量

（
頻

度
・
時

間
）

提
供

事
業

者
名

（
担

当
者

名
・
電

話
）

1 2 3 4 5 6

様
式

２
－

１

　
○

○
　

　
○

美
区

分
　

３
　

　
○

○
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

９
３

０
０

円
　

　
○

○
　

○
○

優
先

順
位

解
決

す
べ

き
課

題
（
本

人
の

ニ
ー

ズ
）

支
援

目
標

達
成

時
期

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
の

生
活

に
対

す
る

意
向

（
希

望
す

る
生

活
）

テ
レ

ビ
ド

ラ
マ

の
主

人
公

の
よ

う
な

強
く

て
明

る
い

生
活

が
し

た
い

。

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

2
0

×
×

年
4

月
1

5
日

本
人

の
希

望
す

る
生

活
の

実
現

と
安

心
し

た
地

域
で

の
生

活
を

構
築

す
る

。

安
定

し
て

生
き

が
い

の
あ

る
生

活
を

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

家
事

な
ど

身
の

回
り

の
生

活
を

、
事

業
者

の
手

を
借

り
て

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

課
題

解
決

の
た

め
の

本
人

の
役

割
評

価
時

期
そ

の
他

留
意

事
項

毎
月

：
３

か
月

間
（

2
0

×
×

年
５

月
～

７
月

）
　

　
○

○
　

○
美

2
0

×
×

年
５

月
浴

室
の

手
す

り
の

設
置

に
つ

い
て

検
討

安
心

し
た

地
域

で
の

生
活

体
制

を
整

え
る

こ
と

で
、

緊
急

事
態

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

2
0

×
×

年
4

月
ヘ

ル
パ

ー
が

来
る

ま
で

に
買

い
物

リ
ス

ト
を

作
っ

て
お

く

緊
急

事
態

に
は

電
話

を
す

る

安
心

し
た

地
域

で
の

生
活

食
事

や
入

浴
を

安
心

し
て

、
き

ち
ん

と
行

え
る

よ
う

に
な

る
。

好
き

な
も

の
や

食
べ

た
い

も
の

を
買

い
に

行
く

近
隣

の
商

店
へ

買
い

物
へ

行
く

預
貯

金
の

引
き

出
し

を
行

う
。

2
0

×
×

年
７

月

安
心

し
た

地
域

で
の

生
活

地
域

の
ル

ー
ル

に
従

っ
た

ゴ
ミ

の
出

し
方

を
覚

え
る

。

2
0

×
×

年
７

月

一
人

で
買

い
物

や
銀

行
へ

行
く

燃
え

る
ゴ

ミ
と

燃
え

な
い

ゴ
ミ

を
別

の
袋

に
分

け
て

お
く

。

2
0

×
×

年
1

0
月

具
合

の
悪

い
と

き
に

は
医

師
に

話
す

。
通

院
の

迎
え

が
来

る
ま

で
に

準
備

を
す

る
。

2
0

×
×

年
７

月

2
0

×
×

年
1

0
月

2
0

×
×

年
4

月

2
0

×
×

年
７

月

2
0

×
×

年
５

月
地

域
定

着
支

援
【

継
続

】

居
宅

介
護

（
週

2
回

）
家

事
援

助
（

食
事

）
１

時
間

半
と

家
事

援
助

（
食

事
）

＋
身

体
介

護
（

入
浴

）
２

時
間

精
神

科
外

来
で

Ｏ
Ｔ

に
入

浴
方

法
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

る

ふ
れ

あ
い

収
集

（
玄

関
の

中
ま

で
収

集
に

来
て

く
れ

安
否

確
認

を
し

て
く

れ
る

公
的

サ
ー

ビ
ス

）
の

利
用

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

で
の

訪
問

時
、

ゴ
ミ

の
分

別

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

(○
○

相
談

支
援

専
門

員
*
*
*
-
*
*
*
-
*
*
*
*
)

○
○

ヘ
ル

パ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(○
○

サ
ー

ビ
ス

提
供

責
任

者
 *

*
*
-

*
*
*
-
*
*
*
*
)

市
高

齢
者

福
祉

課
（

○
○

主
任

 *
*
*
-

*
*
*
-
*
*
*
*
)

○
○

ヘ
ル

パ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(○
○

サ
ー

ビ
ス

提
供

責
任

者
 *

*
*
-

*
*
*
-
*
*
*
*
)

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

(○
○

相
談

支
援

専
門

員
*
*
*
-
*
*
*
-
*
*
*
*
)

健
康

で
い

た
い

定
期

通
院

と
貧

血
の

予
防

を
す

る
た

め
定

期
的

に
通

院
す

る
。

移
動

サ
ー

ビ
ス

で
通

院
(月

１
回

）
食

事
や

日
々

の
健

康
を

本
人

と
関

係
機

関
で

共
有

買
い

物
や

銀
行

へ
の

同
行

を
通

し
て

、
地

域
の

支
援

者
を

増
や

し
て

い
く
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サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
【
週

間
計

画
表

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

開
始

年
月

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
よ

っ
て

実
現

す
る

生
活

の
全

体
像

・
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

に
手

伝
っ

て
も

ら
い

な
が

ら
、

し
っ

か
り

ご
飯

を
食

べ
、

安
心

し
て

お
風

呂
に

入
り

、
病

院
に

通
い

、
健

康
的

な
生

活
を

送
り

ま
す

。
・

困
っ

た
こ

と
、

わ
か

ら
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
ら

相
談

支
援

事
業

所
の

相
談

員
に

話
せ

ば
、

相
談

員
が

い
ろ

い
ろ

な
ひ

と
と

一
緒

に
解

決
を

手
伝

っ
て

く
れ

ま
す

。
・

近
所

の
人

や
商

店
や

銀
行

の
人

な
ど

と
知

り
合

い
に

な
っ

て
、

安
心

し
た

生
活

を
送

り
ま

す
。

・
こ

れ
ら

の
支

援
を

受
け

て
、

「
テ

レ
ビ

ド
ラ

マ
の

主
人

公
の

よ
う

な
強

く
て

明
る

い
生

活
」

を
目

指
し

ま
す

。

・
生

活
保

護
の

受
給

・
地

域
定

着
支

援
：

定
期

的
な

訪
問

及
び

緊
急

事
態

へ
の

対
応

。
・

定
期

的
な

通
院

に
関

し
て

は
居

宅
介

護
事

業
所

の
通

院
同

行
（

月
1

回
）

を
利

用
。

突
発

的
な

通
院

や
支

給
範

囲
外

の
通

院
は

、
相

談
支

援
事

業
所

が
居

宅
介

護
事

業
所

を
調

整
す

る
が

不
可

能
な

場
合

は
自

ら
対

応
。

・
通

院
し

て
い

る
精

神
科

病
院

で
作

業
療

法
士

に
入

浴
方

法
に

つ
い

て
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
る

。
（

相
談

支
援

事
業

所
が

同
行

）
→

手
す

り
の

設
置

を
検

討
す

る
。

1
8
:0

0

2
0
:0

0

2
2
:0

0

0
:0

0

2
:0

0

4
:0

0

・
自

宅
で

は
特

に
何

を
す

る
の

で
は

な
く

、
テ

レ
ビ

を
付

け
っ

ぱ
な

し
に

し
て

一
人

で
過

ご
す

こ
と

が
多

い
。

・
買

い
物

は
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

依
頼

し
て

い
る

が
、

必
要

に
応

じ
て

一
人

で
買

い
物

に
行

く
。

・
緊

急
時

や
突

発
的

な
通

院
に

関
し

て
は

相
談

支
援

事
業

所
に

連
絡

を
入

れ
る

。
・

大
好

き
な

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
を

朝
と

昼
の

2
回

見
る

こ
と

が
楽

し
み

。
・

衣
替

え
や

寝
具

の
調

整
な

ど
は

相
談

支
援

事
業

所
の

定
期

訪
問

時
に

調
整

す
る

。
・

入
浴

は
一

人
で

は
不

安
な

た
め

行
え

な
い

。
自

分
で

身
体

を
拭

い
た

り
、

ド
ラ

イ
シ

ャ
ン

プ
ー

を
し

て
い

る
。

6
:0

0

8
:0

0

1
0
:0

0

1
2
:0

0

1
4
:0

0

1
6
:0

0

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

９
３

０
０

円
　

○
○

　
○

○

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

2
0

×
×

年
5

月

様
式

２
－

２

　
○

○
　

○
美

区
分

　
３

　
○

○
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー

起
床

起
床

起
床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

朝
食

ヘ
ル

パ
ー

（
家

事
）

ヘ
ル

パ
ー

（
入

浴
・

家
事

）

ふ
れ

あ
い

収
集

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

起
床

起
床

起
床

起
床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

外
出

（
買

い
物

）

外
出

（
買

い
物

）

外
出

（
買

い
物

）

外
出

同
行

（
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
）
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モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
(継

続
サ

ー
ビ

ス
利

用
支

援
）

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

作
成

日
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
日

利
用

者
同

意
署

名
欄

総
合

的
な

援
助

の
方

針
全

体
の

状
況

計
画

変
更

の
必

要
性

サ
ー

ビ
ス

種
類

の
変

更

サ
ー

ビ
ス

量
の

変
更

週
間

計
画

の

変
更

1
有

・
無

有
・

無
有

・
無

2
有

・
無

有
・

無
有

・
無

3
有

・
無

有
・

無
有

・
無

4
有

・
無

有
・

無
有

・
無

5
有

・
無

有
・

無
有

・
無

6
有

・
無

有
・

無
有

・
無

2
0

×
×

年
７

月
近

隣
の

商
店

へ
買

い
物

へ
行

く 預
貯

金
の

引
き

出
し

を
行

う
。

編
み

物
や

パ
ッ

チ
ワ

ー
ク

を
昔

や
っ

て
い

た
の

で
、

ま
た

始
め

た
い

。

訪
問

時
や

本
人

の
報

告
か

ら
、

生
活

用
品

や
衣

類
の

購
入

を
一

人
で

行
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
。

2
0

×
×

年
７

月

2
0

×
×

年
1

0
月

地
域

の
ル

ー
ル

に
従

っ
た

ゴ
ミ

の
出

し
方

を
覚

え
る

。

区
分

　
３

９
３

０
０

円
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
受

給
者

証
番

号

時
折

、
分

別
が

出
来

て
い

な
い

こ
と

が
あ

る
。

収
集

時
間

が
少

し
で

も
遅

れ
る

と
、

不
安

に
な

っ
て

し
ま

う
様

子
。

入
浴

時
の

ふ
ら

つ
き

や
、

顔
色

が
悪

い
と

き
が

見
ら

れ
る

。
定

期
通

院
と

貧
血

の
予

防
を

す
る

た
め

定
期

的
に

通
院

す
る

。

時
折

ふ
ら

っ
と

し
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

。
歯

が
痛

い
の

で
受

診
し

た
い

。

浴
室

の
手

す
り

の
設

置
を

進
め

る
。

現
状

の
内

容
で

問
題

な
い

。
本

人
も

す
ぐ

電
話

を
し

て
く

れ
る

の
で

、
緊

急
事

態
へ

の
対

応
は

で
き

て
い

る
。

食
事

と
入

浴
が

安
心

し
て

行
え

る
環

境
が

構
築

さ
れ

た
。

支
援

目
標

食
事

も
お

い
し

く
食

べ
ら

れ
て

、
安

心
。

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

と
の

関
係

も
良

好
で

サ
ー

ビ
ス

の
日

が
楽

し
み

。
お

風
呂

の
入

り
方

が
分

か
っ

た
。

月
に

１
～

２
回

は
電

話
が

あ
る

が
、

電
話

で
話

せ
ば

落
ち

着
く

こ
と

が
多

い
。

実
際

に
訪

問
す

る
の

は
月

に
１

回
あ

る
か

ど
う

か
。

本
人

の
希

望
（

食
べ

た
い

も
の

や
好

き
嫌

い
）

を
訴

え
て

く
れ

る
よ

う
に

な
り

、
サ

ー
ビ

ス
中

の
笑

顔
が

増
え

、
会

話
も

弾
ん

で
い

る
。

不
安

に
な

っ
て

電
話

し
た

と
き

に
は

す
ぐ

に
来

て
く

れ
る

の
で

安
心

。

食
事

や
入

浴
を

安
心

し
て

、
き

ち
ん

と
行

え
る

よ
う

に
な

る
。

　
　

○
○

　
○

○

2
0

×
×

年
７

月
3

0
日

2
0

×
×

年
７

月
1

0
日

毎
週

来
て

く
れ

る
の

で
安

心
。

公
共

交
通

機
関

の
利

用
に

は
同

行
が

必
要

。

通
院

の
増

加
に

伴
い

、
通

院
同

行
の

支
給

量
を

変
更

。
緊

急
的

な
通

院
の

際
に

は
相

談
支

援
事

業
所

と
居

宅
支

援
事

業
所

で
対

応
。

時
間

に
関

し
て

は
、

不
安

な
と

き
に

相
談

支
援

事
業

所
に

連
絡

を
し

て
も

ら
う

よ
う

に
す

る
。

分
別

の
意

識
は

高
く

な
っ

て
き

て
い

る
。

本
人

と
関

係
機

関
で

状
況

を
共

有
す

る
た

め
の

体
制

が
と

れ
た

。
体

調
が

不
良

な
時

が
増

え
た

。

本
人

の
感

想
・

満
足

度

通
院

に
つ

い
て

月
１

回
で

あ
っ

た
が

週
１

回
必

要
に

な
っ

た
の

で
、

支
給

量
の

増
が

必
要

。
同

じ
日

に
歯

科
も

受
診

。

様
式

３
－

１

　
　

○
○

　
○

美

　
○

○
　

　
○

美

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

　
　

○
○

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

2
0

×
×

年
4

月

サ
ー

ビ
ス

提
供

状
況

（
事

業
者

か
ら

の
聞

き
取

り
）

達
成

時
期

本
人

の
希

望
す

る
生

活
の

実
現

と
安

心
し

た
地

域
で

の
生

活
を

構
築

す
る

。

優
先

順
位

相
談

支
援

事
業

所
と

見
学

先
を

選
定

。
毛

糸
を

用
意

し
自

宅
で

始
め

て
み

る
。

近
隣

へ
の

買
い

物
や

銀
行

な
ど

の
利

用
は

出
来

る
よ

う
に

な
っ

た
。

近
隣

住
民

や
商

店
と

の
良

好
な

関
係

を
本

人
が

構
築

。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

だ
け

で
は

な
く

、
民

間
の

サ
ー

ク
ル

や
教

室
を

見
学

し
て

み
る

。

一
人

で
買

い
物

や
銀

行
に

行
っ

て
み

た
が

、
み

ん
な

優
し

く
し

て
く

れ
た

。

そ
の

他
留

意
事

項

公
的

な
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

に
よ

り
生

活
が

安
定

。
一

人
で

買
い

物
に

行
く

よ
う

に
な

る
な

ど
の

生
活

意
欲

が
向

上
し

て
き

て
い

る
。

事
業

所
や

近
隣

住
民

、
商

店
な

ど
と

の
関

係
も

良
好

で
、

買
い

物
に

行
く

と
店

員
が

お
財

布
か

ら
必

要
な

金
額

を
取

り
レ

シ
ー

ト
を

入
れ

て
く

れ
る

よ
う

に
な

り
、

銀
行

で
も

本
人

が
行

く
と

職
員

が
来

て
く

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

の
で

、
一

人
で

の
外

出
が

増
え

て
い

る
。

体
制

を
整

え
る

こ
と

で
、

緊
急

事
態

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

○
月

○
日

　
救

急
隊

か
ら

連
絡

が
あ

り
、

本
人

が
道

路
で

転
倒

し
救

急
病

院
に

搬
送

。
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
が

受
診

に
同

行
し

自
宅

ま
で

送
る

。

高
齢

化
に

伴
う

健
康

面
に

不
安

が
あ

る
。

関
係

機
関

で
情

報
を

共
有

し
て

い
く

。
浴

室
の

手
す

り
の

設
置

を
検

討
す

る
。

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

支
援

目
標

の
達

成
度

（
ニ

ー
ズ

の
充

足
度

）
今

後
の

課
題

・
解

決
方

法

2
0

×
×

年
4

月
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92 

継
続

サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
【
週

間
計

画
表

】

利
用

者
氏

名
障

害
程

度
区

分
相

談
支

援
事

業
者

名

利
用

者
負

担
上

限
額

計
画

作
成

担
当

者

地
域

相
談

支
援

受
給

者
証

番
号

計
画

開
始

年
月

月
火

水
木

金
土

日
・
祝

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

週
単

位
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
よ

っ
て

実
現

す
る

生
活

の
全

体
像

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

2
0

×
×

年
８

月

1
0
:0

0

1
2
:0

0

様
式

３
－

２

　
○

○
　

○
美

区
分

　
３

　
○

○
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー

　
○

○
　

○
○ ・

自
宅

で
は

テ
レ

ビ
を

付
け

っ
ぱ

な
し

で
一

人
で

い
る

こ
と

が
多

い
が

、
編

み
物

や
衣

類
や

手
紙

、
書

類
の

整
理

等
を

行
う

よ
う

に
な

っ
た

。
・

緊
急

時
や

突
発

的
な

通
院

に
関

し
て

は
相

談
支

援
事

業
所

に
連

絡
が

入
る

。
・

入
浴

は
一

人
で

は
不

安
。

自
分

で
身

体
を

拭
い

た
り

、
ド

ラ
イ

シ
ャ

ン
プ

ー
を

し
て

い
る

。

6
:0

0

8
:0

0

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
証

番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
0

９
３

０
０

円

1
4
:0

0

1
6
:0

0

・
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

に
手

伝
っ

て
も

ら
い

な
が

ら
、

し
っ

か
り

ご
飯

を
食

べ
、

安
心

し
て

お
風

呂
に

入
り

、
病

院
に

通
い

、
健

康
的

な
生

活
を

送
り

ま
す

。
・

困
っ

た
こ

と
、

わ
か

ら
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
ら

相
談

支
援

事
業

所
の

相
談

員
に

話
せ

ば
、

相
談

員
が

い
ろ

い
ろ

な
ひ

と
と

一
緒

に
解

決
を

手
伝

っ
て

く
れ

ま
す

。
・

近
所

の
人

や
商

店
や

銀
行

の
人

な
ど

と
知

り
合

い
に

な
っ

て
、

安
心

し
た

生
活

を
送

り
ま

す
。

・
こ

れ
ら

の
支

援
を

受
け

て
、

「
テ

レ
ビ

ド
ラ

マ
の

主
人

公
の

よ
う

な
強

く
て

明
る

い
生

活
」

を
目

指
し

ま
す

。

・
生

活
保

護
の

受
給

・
地

域
定

着
支

援
：

定
期

的
な

訪
問

及
び

緊
急

事
態

へ
の

対
応

。
・

定
期

的
な

通
院

に
関

し
て

は
居

宅
介

護
事

業
所

の
通

院
同

行
（

月
1

回
）

を
利

用
。

突
発

的
な

通
院

や
支

給
範

囲
外

の
通

院
は

、
相

談
支

援
事

業
所

が
居

宅
介

護
事

業
所

を
調

整
す

る
が

不
可

能
な

場
合

は
自

ら
対

応
。

・
通

院
し

て
い

る
精

神
科

病
院

で
作

業
療

法
士

と
相

談
し

な
が

ら
浴

室
の

手
す

り
の

設
置

を
進

め
る

。
相

談
支

援
事

業
所

と
編

み
物

な
ど

の
サ

ー
ク

ル
や

教
室

を
見

学
予

定
。

1
8
:0

0

2
0
:0

0

2
2
:0

0

0
:0

0

2
:0

0

4
:0

0

ヘ
ル

パ
ー

（
家

事
）

ヘ
ル

パ
ー

（
入

浴
・

家
事

）

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

昼
食

起
床

起
床

起
床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

朝
食

ゴ
ミ

収
集

起
床

起
床

起
床

起
床

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

Ｔ
Ｖ

ド
ラ

マ
・

朝
食

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

夕
食

就
寝

外
出

（
買

い
物

、
銀

行
、

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

、
等

）

外
出

（
買

い
物

、
銀

行
、

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

等
）

通
院

同
行

（
内

科
・

歯
科

）
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